
平
安
時
代
前
期
の
即
位
儀
礼
の
変
化 

　
―
一
代
一
度
と
称
さ
れ
る
制
度
の
始
ま
り
―

大

原

眞

弓

は
じ
め
に

即
位
に
ま
つ
わ
る
儀
礼
は
、
前
代
を
基
本
的
に
受
け
継
ぎ
つ
つ
も
そ
の
時
代
の
思
潮
に
応
じ
て
変
化
す
る
。
特
に
平
安
時
代
前
期
、
桓
武

天
皇
か
ら
村
上
天
皇
ま
で
の
間
は
即
位
儀
礼
の
基
盤
に
な
る
践
祚
・
即
位
礼
に
お
い
て
種
々
の
変
化
が
み
ら
れ
、
さ
ら
に
陰
陽
道
や
神
仏
習

合
・
仏
舎
利
信
仰
の
浸
透
に
よ
っ
て
、
新
し
い
即
位
儀
礼
が
創
出
さ
れ
て
い
っ
た
時
代
と
い
え
よ
う
。
そ
の
新
し
い
即
位
儀
礼
を
表
す
言
葉

が
「
一
代
一
度
」
と
い
う
表
現
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
桓
武
天
皇
か
ら
は
じ
ま
る
即
位
儀
礼
の
変
容
は
、
村
上
天
皇
の
代
に
新
し
く

「
一
代
一
度
」
と
い
う
言
葉
に
集
約
さ
れ
、
定
着
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
代
一
度
の
儀
礼
と
は
、
一
代
一
度
仁
王
会
・
一
代
一
度
大
神
宝

使
・
一
代
一
度
仏
舎
利
使
を
い
う
。
そ
の
な
か
で
も
神
仏
習
合
の
要
素
を
も
っ
た
特
異
な
儀
礼
で
は
あ
る
が
、
一
代
一
度
仏
舎
利
使
の
創
設

は
仏
舎
利
信
仰
に
関
心
が
深
ま
る
時
代
の
要
請
と
も
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
一
代
一
度
儀
礼
の
成
立
過
程
を
模
索
し
な
が
ら
、「
一
代
一
度
」

の
意
味
と
、
そ
の
背
後
に
あ
る
時
代
の
思
潮
を
探
っ
て
い
き
た
い
。
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第
一
章　

基
盤
と
な
る
即
位
儀
礼
の
変
容

即
位
儀
礼
の
三
本
柱
と
も
い
え
る
の
が
①
践
祚
②
即
位
礼
③
大
嘗
祭
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
儀
礼
は
新
天
皇
の
即
位
の
必
須
儀
礼
で
あ
っ

た
。
室
町
時
代
に
な
り
、「
③
大
嘗
祭
」
は
廃
れ
た
が
、「
①
践
祚
」
は
必
ず
行
わ
れ
た
。
天
皇
の
権
威
の
象
徴
と
い
え
る
神
器
を
前
天
皇
か

ら
受
け
継
い
で
こ
そ
天
皇
と
い
え
る
の
で
あ
る
。「
②
即
位
礼
」
は
践
祚
後
に
お
こ
な
わ
れ
る
即
位
表
明
の
儀
式
で
あ
る
。
兵
乱
、
経
済
的

事
情
な
ど
で
、
数
年
ま
た
長
い
時
は
践
祚
約
二
十
年
後
に
な
っ
て
や
っ
と
行
え
た
例
も
あ
る
が
、
年
数
を
経
て
も
実
施
し
て
い
る
の
は
必
須

の
即
位
儀
礼
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
の
即
位
関
連
儀
礼
と
し
て
は
固
関
、
伊
勢
斎
宮
と
賀
茂
斎
院
の
交
代
、

即
位
由
奉
幣
、
山
陵
へ
の
即
位
奉
告
等
が
あ
る
。

伊
勢
斎
宮
・
賀
茂
斎
院
は
未
婚
の
皇
女
が
祭
司
と
な
る
制
度
で
あ
り
、
天
皇
の
代
替
わ
り
ご
と
に
一
新
さ
れ
た
。
即
位
由
奉
幣
は
大
嘗
祭

の
前
後
に
使
い
を
遣
わ
し
て
伊
勢
大
神
宮
・
宇
佐
宮
、
五
畿
七
道
の
天
神
地
祇
に
神
宝
・
幣
帛
を
献
じ
て
新
天
皇
の
即
位
を
奉
告
す
る
儀
式

で
あ
る
。
大
嘗
祭
前
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
山
陵
へ
の
即
位
奉
告
は
天
皇
陵
・
天
皇
以
外
の
血
縁
の
皇
族
の
墓
、
外
戚
に
当
た
る

先
祖
の
墓
等
に
即
位
を
報
告
す
る
こ
と
で
、
対
象
の
山
陵
・
墓
は
天
皇
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
関
連
行
事
に
は
触
れ
ず

基
盤
と
な
る
践
祚
・
即
位
礼
・
大
嘗
祭
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
但
し
、
当
時
の
風
潮
で
あ
っ
た
陰
陽
道
の
影
響
を
受
け
た
即
位
関
連
儀
礼
と

し
て
、
八
十
島
祭
と
羅
城
祭
に
つ
い
て
の
検
討
を
も
行
う
こ
と
と
す
る
。

第
一
節　

践
祚
・
即
位
礼

即
位
儀
礼
の
中
で
も
最
も
基
盤
に
な
る
儀
礼
は
践
祚
、
即
位
礼
、
大
嘗
祭
で
あ
る
。
践
祚
も
即
位
も
共
に
「
ク
ラ
イ
ヲ
フ
ム
」・「
ア
マ
ツ

ヒ
ツ
ギ
シ
ロ
シ
メ
ス
」
と
訓
じ
、
周
知
の
と
お
り
皇
太
子
（
皇
嗣
）
が
先
帝
か
ら
天
皇
の
位
を
引
き
継
ぐ
こ
と
で
あ
る
。
大
嘗
祭
は
毎
年
恒
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例
の
新
嘗
祭
を
天
皇
の
即
位
年
は
大
掛
か
り
に
行
う
行
事
で
あ
る
が
、
即
位
儀
と
し
て
の
側
面
も
重
視
さ
れ
て
い
る
。
貞
観
時
代
に
成
立
し

た
と
い
わ
れ
る
『
儀
式
』（
巻
二
、
三
、
四
、
五
）
に
「
践
祚
大
嘗
祭
」
と
あ
り
、『
延
喜
式
』（
巻
七
、
神
祇
七
）
で
は
「
践
祚
大
嘗
祭
」

と
い
う
項
目
を
立
て
、「
日
本
記
諺
曰
ア
マ
ノ
ヒ
ツ
キ
ヲ
フ
ム
ヲ
ホ
ナ
ヘ
」
と
註
し
て
い
る
。

即
位
儀
礼
は
二
種
あ
る
。
一
は
、
皇
太
子
・
皇
嗣
が
皇
位
を
象
徴
す
る
宝
器
（
釼
・
鏡
・
印
璽
・
鈴
印
な
ど
）
と
代
々
伝
え
ら
れ
た
宝
器

（
大
刀
契
な
ど
）
を
受
け
継
ぎ
、
天
皇
と
し
て
の
資
格
を
確
立
す
る
践
祚
で
あ
る
。
井
上
光
貞
氏
が
説
か
れ
る
よ
う
に（

（
（

、
王
位
継
承
に
何
ら

か
の
王
権
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
宝
器
を
受
け
継
ぐ
儀
礼
が
律
令
以
前
か
ら
あ
っ
た
。
二
は
、
新
天
皇
の
即
位
を
広
く
天
下
に
知
ら
せ
る
即
位

礼
で
あ
る
。
平
安
時
代
、
天
皇
在
位
空
白
の
期
間
を
な
く
す
た
め
、
践
祚
は
先
帝
崩
御
・
譲
位
後
直
ち
に
行
わ
れ
る
が
、
即
位
礼
の
方
は
践

祚
の
後
、
諸
般
の
事
情
に
合
わ
せ
翌
日
ま
た
は
期
間
を
置
い
て
行
わ
れ
て
い
る
（【
表
】
参
照
）。

「
践
祚
」
に
つ
い
て
、『
令
集
解
』（
巻
七　

神
祇
令
）
の
解
釈
で
は
「
謂
。
天
皇
即
位
。
謂
之
践
祚
。
々
位
也
」
と
述
べ
、
践
祚
も
即
位

も
同
様
と
し
て
い
る
。
大
宝
令
で
の
解
釈
書
で
あ
る
古
記
は
「
践
祚
日
。
答
。
即
位
之
日
」
と
あ
り
両
者
を
区
別
し
て
い
な
い
。
践
祚
と
即

位
の
区
分
が
な
か
っ
た
こ
と
は
、
井
上
光
貞
氏
、
岡
田
精
司
氏（

（
（

な
ど
の
先
行
研
究
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。「
践
祚
」
の
儀
式
に

つ
い
て
養
老
神
祇
令
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　

凡
践
祚
日
。
中
臣
奏
天
神
寿
詞
。
忌
部
上
神
璽
之
鏡
釼
。（『
令
集
解
』
巻
七　

神
祇
令
）

こ
の
条
文
で
は
践
祚
の
行
事
と
し
て
、
①
中
臣
が
天
神
寿
詞
を
奏
す
る
、
②
忌
部
が
神
璽
の
鏡
釼
を
た
て
ま
つ
る
、
の
二
点
を
あ
げ
て
い

る
。で

は
律
令
以
前
の
即
位
儀
礼
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
と
、
第
十
九
代
允
恭
天
皇
の
場
合
、
同
母

兄
反
正
天
皇
の
崩
御
に
よ
り
、
同
母
弟
雄
朝
津
間
稚
子
宿
祢
皇
子
に
群
臣
・
郡
卿
が
即
位
を
請
う
た
が
、
皇
子
は
病
を
理
由
に
再
三
固
辞
し
、

翌
年
十
二
月
に
よ
う
や
く
即
位
を
決
意
し
た
。
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於
是
群
臣
大
喜
。
即
日
捧
天
皇
之
璽
符
。
再
拝
上
焉
。（
允
恭
天
皇
元
年
壬
子
冬
十
二
月
）

そ
の
他
、
群
臣
が
璽
符
（
ス
メ
ア
マ
ノ
ミ
シ
ル（

（
（

）
を
奉
っ
て
即
位
が
な
さ
れ
る
事
例
は
、
第
二
十
三
代
顕
宗
天
皇
・
第
十
六
代
継
体
天

皇
・
第
三
十
三
代
推
古
天
皇
・
第
三
十
四
代
舒
明
天
皇
の
時
で
あ
る
。
高
森
明
勅
氏
は
群
臣
（
豪
族
）
の
合
議
に
よ
り
天
皇
即
位
が
な
さ
れ

た
と
さ
れ
る（

（
（

。
臣
下
が
璽
符
で
あ
る
神
器
を
奉
る
行
為
は
、
忌
部
の
神
璽
釼
を
即
位
儀
で
奉
献
す
る
儀
式
に
替
わ
る
ま
で
長
く
続
け
ら
れ
た
。

律
令
的
践
祚
が
即
位
儀
と
し
て
確
立
さ
れ
る
の
は
持
統
天
皇
即
位
時
で
あ
る
。

①
『
日
本
書
紀
』
持
統
天
皇
四
年
（
690
）
正
月
戊
寅
朔
条

　
　

物
部
麻
呂
朝
臣
樹
大
楯
。
神
祇
伯
中
臣
朝
臣
大
嶋
読
天
神
寿
詞
。
畢
忌
部
宿
祢
色
夫
知
奏
上
神
璽

　
　

釼
鏡
於
故
皇
后
皇
后
即
天
皇
位
。
公
卿
百
寮
羅
列
匝
拝
而
拍
手
焉
。

②
『
日
本
書
紀
』
持
統
天
皇
四
年
正
月
己
卯
条

　
　

公
卿
百
寮
拝
朝
元
会
儀
。
丹
比
嶋
真
人
與
布
勢
御
主
人
朝
臣
。
奏
賀
騰
極
。

③
『
日
本
書
紀
』
持
統
天
皇
五
年
十
一
月
戊
辰
（
朔三
字
脱
カ
辛
卯
）
条

　
　

大
嘗
。
神
祇
伯
中
臣
朝
臣
大
嶋
読
天
神
寿
詞
。

こ
の
①
持
統
天
皇
四
年
正
月
戊
寅
朔
条
は
即
位
儀
礼
の
始
ま
り
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
条
文
で
あ
る
。

　

①
の
条
文
で
は
「
公
卿
百
寮
羅
列
」、
神
祇
伯
中
臣
大
嶋
が
天
神
寿
詞
を
読
む
、
忌
部
色
夫
知
が
神
璽
釼
鏡
を
奏
上
す
る
、
公
卿
百
寮
が

羅
列
・
匝
拝
し
（
拝
舞
か
）
拍
手
（
八
開
手
か
）
す
る
と
あ
る
。
こ
の
祭
式
は
大
嘗
祭
の
辰
日
卯
の
一
刻
に
中
臣
が
天
神
寿
詞
を
読
み
上
げ
、

忌
部
が
神
璽
鏡
釼
奉
献
す
る
行
事
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
持
統
四
年
の
記
事
は
養
老
神
祇
令
条
の
内
容
に
合
致
し
、
す
で
に
即
位
儀
の

基
盤
が
成
立
し
て
い
る
が
、
践
祚
と
即
位
礼
は
未
分
化
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
先
帝
の
崩
御
ま
た
は
譲
位
に
よ
る
空
位
は
国
家
の
危
機
を
招

く
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
速
や
か
に
帝
位
を
皇
嗣
・
皇
太
子
に
引
き
渡
す
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
天
皇
の
後
継
者
皇
太
子
の
選
定
は
重
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要
で
あ
り
、
践
祚
の
あ
と
直
ち
に
皇
太
子
が
擁
立
さ
れ
た
。
践
祚
と
皇
太
子
制
度
の
関
係
を
言
及
さ
れ
た
の
は
柳
沼
千
枝
氏
で
あ
る（

（
（

。
柳
沼

氏
は
「
前
天
皇
の
死
去
と
同
時
に
皇
太
子
は
新
天
皇
に
な
る
と
の
認
識
が
中
央
の
支
配
層
内
部
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
認
識
を
実
体
化
す
る
も
の
こ
そ
、
前
天
皇
の
死
去
と
同
時
に
行
わ
れ
る
践
祚
と
い
う
儀
式
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。」
と
解
釈

さ
れ
る
。

『
続
日
本
紀
』
の
文
武
天
皇
か
ら
光
仁
天
皇
ま
で
は
「
天
皇
即
位
於
大
極
殿
」（
元
明
・
光
仁
天
皇
）、「
受
禅
即
位
於
大
極
殿
」（
元
正
・

聖
武
天
皇
）
な
ど
と
簡
潔
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
奈
良
時
代
は
即
位
式
で
天
神
寿
詞
と
鏡
釼
奉
献
が
同
時
に
行
な
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

践
祚
と
即
位
礼
が
分
離
さ
れ
た
の
は
桓
武
天
皇
即
位
時
で
あ
っ
た
と
す
る
説
が
よ
く
知
ら
れ
る
。『
続
日
本
紀
』
天
応
元
年
（
781
）
四
月

辛
卯
（
三
日
）
条
に
「
是
日
。
皇
太
子
受
禅
位
」
と
あ
り
続
い
て
、
癸
卯
（
十
五
日
）
条
に
「
天
皇
御
大
極
殿
。
詔
…
略
」
と
あ
る
こ
と
に

よ
り
、
三
日
が
践
祚
、
十
五
日
が
即
位
礼
と
考
え
ら
れ
る
。
天
神
寿
詞
と
鏡
釼
奉
献
に
つ
い
て
は
、
高
森
氏
は
『
令
集
解
』
神
祇
令
践
祚
条

の
「
跡
記
」
を
引
き
、「
奏
寿
詞
。
上
剣
幷
鏡
。
至
十
一
月
。
為
大
嘗
耳
」
と
あ
る
の
は
、
す
で
に
即
位
礼
で
は
両
者
は
停
止
さ
れ
大
嘗
祭

に
移
さ
れ
た
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。「
跡
記
」
は
延
暦
十
年
（
791
）
か
ら
延
暦
十
二
年
二
月
ま
で
に
成
立
し
た
と
い
わ
れ
る
の
で
、
桓
武
天

皇
の
父
、
つ
ま
り
光
仁
天
皇
即
位
時
ま
で
は
天
神
寿
詞
と
鏡
釼
奉
献
は
即
位
礼
で
実
施
さ
れ
た
。
桓
武
天
皇
の
即
位
時
に
中
臣
の
「
天
神
寿

詞
」
と
忌
部
の
釼
璽
奉
献
は
大
嘗
祭
の
辰
の
日
に
移
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
二
節　

大
嘗
祭
の
変
化

平
安
時
代
、
九
世
紀
、
清
和
天
皇
の
代
に
作
ら
れ
た
『
儀
式
』
巻
五
（
貞
観
儀
式
）
の
「
譲
国
儀
」
に
は
中
臣
の
天
神
寿
詞
も
忌
部
の
神

璽
の
鏡
釼
奉
上
も
な
い
。
加
茂
正
典
氏
は
、
古
来
の
即
位
儀
が
そ
の
ま
ま
大
嘗
祭
に
取
り
込
ま
れ
た
と
解
釈
さ
れ
る（

（
（

。

『
儀
式
』
の
成
立
は
貞
観
十
四
年
（
872
）
十
二
月
か
ら
元
慶
元
年
（
877
）
十
二
月
の
間
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
『
延
喜
式
』
巻
七　

神
祇
七
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に
も
「
践
祚
大
嘗
祭
」
が
あ
る
。
そ
こ
に
も
辰
日
の
儀
式
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
皇
太
子
以
下
百
官
が
豊
楽
院
に
参
集

し
た
の
ち
、

　

立
定
神
祇
官
中
臣
執
賢
木
副
笏
。
入
自
南
門
。
就
版
位
。
跪
奏
天
神
寿
詞
。
忌
部
入
奏
神
璽
之
鏡
釼
。
訖
退
出
。

『
儀
式
』、『
延
喜
式
』（
延
長
五
年
（
927
）
に
選
定
）
が
「
践
祚
大
嘗
祭
」
と
い
い
、
大
嘗
祭
が
即
位
儀
と
し
て
不
可
欠
で
あ
る
理
由
も
こ

こ
に
あ
る
。
平
安
時
代
前
期
、
即
位
礼
は
伝
統
の
即
位
儀
で
あ
る
中
臣
の
天
神
寿
詞
や
忌
部
の
釼
璽
奉
上
は
排
除
さ
れ
、
宣
命
が
主
役
と
な

り
、
中
臣
・
忌
部
の
儀
は
大
嘗
祭
に
そ
れ
が
凝
縮
さ
れ
た
。

そ
れ
で
は
持
統
天
皇
以
降
「
践
祚
」
は
ど
の
様
で
あ
り
続
け
、
そ
の
変
化
の
要
因
は
何
だ
ろ
う
か
。
ま
た
「
践
祚
大
嘗
祭
」
に
お
け
る
中

臣
と
忌
部
の
儀
は
、
い
つ
始
ま
り
い
つ
ま
で
続
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

高
森
明
勅
氏（

（
（

、
柳
沼
千
枝
氏（

（
（

、
加
茂
正
典
氏（

（
（

の
説
を
参
照
に
私
な
り
に
ま
と
め
て
み
る
。

前
出
の
持
統
四
年
正
月
朔
日
の
条
文
で
は
、
中
臣
と
忌
部
と
い
う
氏
族
が
天
神
寿
詞
と
神
璽
鏡
釼
を
天
皇
に
捧
げ
る
の
で
あ
る
が
、
中
臣

も
忌
部
も
政
権
の
中
枢
に
い
る
氏
族
で
は
な
い
。
神
祇
・
祭
祀
を
職
掌
と
す
る
神
祇
氏
族
で
あ
る
。
第
十
九
代
允
恭
天
皇
の
よ
う
に
群
臣
が

天
皇
に
璽
符
を
奉
っ
て
即
位
が
な
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
国
家
の
構
造
が
変
化
し
有
力
氏
族
に
よ
る
合
議
制
的
国
家
か
ら
、
天

皇
を
中
心
と
し
た
中
央
集
権
国
家
と
い
え
る
事
態
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
所
説
を
鑑
み
る
と
、
中
央
集
権
的
国
家
へ
の
画
期
は
壬
申
の

乱
後
の
天
武
朝
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
る
。

天
武
天
皇
制
定
の
飛
鳥
浄
御
原
令
は
現
存
し
な
い
が
、『
続
日
本
紀
』
大
宝
元
年
（
701
）
八
月
癸
卯
（
三
日
）
条
に
大
宝
令
選
定
初
め
に

際
し
、「
大
略
以
浄
御
原
朝
庭
為
准
正
。」
と
し
る
さ
れ
て
い
る
。
践
祚
条
文
が
浄
御
原
令
に
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
の
で
あ
る
。

『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
と
、
飛
鳥
浄
御
原
令
は
天
武
天
皇
十
年
（
681
）
に
制
定
さ
れ
、
持
統
三
年
（
689
）
六
月
庚
戌
に
一
部
二
十
二
巻
で

諸
司
に
班
賜
さ
れ
た
。
こ
の
一
連
の
持
統
紀
の
記
事
は
浄
御
原
令
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
ま
た
大
嘗
会
で
は
天
神
寿
詞
が
読
ま
れ
る
だ
け
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で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

で
は
、
大
嘗
祭
で
の
天
神
寿
詞
と
鏡
釼
奉
献
は
い
つ
ま
で
続
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
高
森
氏
は
云
う
。『
権
記
』、『
西
宮
記
』、『
北
山
抄
』

等
儀
式
書
は
天
長
十
年
（
833
）
仁
明
天
皇
即
位
時
の
大
嘗
祭
で
忌
部
の
鏡
釼
奉
献
は
な
く
な
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
桓
武
・
平
城
・
嵯
峨
・

淳
和
の
四
代
で
忌
部
の
鏡
釼
奉
献
と
天
神
寿
詞
は
行
わ
れ
た
だ
け
だ
が
、
天
神
寿
詞
は
途
切
れ
る
こ
と
な
く
大
嘗
祭
で
存
続
し
た
と
。
一
つ

の
疑
問
と
し
て
、
仁
明
天
皇
よ
り
も
後
代
に
成
立
し
た
『
延
喜
式
』（
巻
七　

神
祇
令
）
の
「
践
祚
大
嘗
祭
辰
日
」
に
は
中
臣
の
天
神
寿
詞

と
と
も
に
忌
部
の
鏡
釼
奉
献
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。『
延
喜
式
』
は
延
長
五
年
（
927
）
に
完
成
し
、
そ
の
施
行
は
康
保
四

年
（
967
）
で
あ
っ
た
。『
西
宮
記
』・『
北
山
抄
』
の
成
立
は
延
喜
式
よ
り
も
後
代
で
あ
る
。
儀
式
書
の
諸
伝
が
誤
り
な
の
か
。
あ
る
い
は
、

『
延
喜
式
』
が
成
っ
た
当
時
の
視
点
に
立
っ
て
み
る
と
、
想
像
の
域
は
出
な
い
が
、
天
長
年
間
の
仁
明
天
皇
の
時
代
は
近
現
代
と
み
な
さ
れ
、

従
っ
て
過
去
の
聖
王
の
偉
績
が
ま
だ
消
え
な
い
ま
ま
、
心
情
的
に
、
本
来
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
残
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

以
上
を
ふ
ま
え
て
お
お
ま
か
に
即
位
儀
礼
の
変
遷
を
次
の
よ
う
に
推
察
し
た
。
古
来
、
群
臣
の
合
意
と
い
う
形
で
大
王
が
選
ば
れ
て
い
た
。

中
央
集
権
的
律
令
国
家
を
め
ざ
し
た
天
武
天
皇
が
、
飛
鳥
浄
御
原
令
の
制
定
で
そ
の
歩
み
を
明
確
に
し
、
即
位
儀
礼
を
創
出
し
た
。
そ
れ
を

体
現
し
た
の
が
持
統
天
皇
の
即
位
で
あ
る
。
即
位
時
の
新
嘗
祭
で
あ
る
大
嘗
祭
に
天
神
寿
詞
を
取
り
入
れ
、
神
祇
伯
が
読
み
上
げ
る
形
は
律

令
国
家
体
制
下
で
天
皇
の
神
的
権
威
を
誇
示
し
た
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
文
武
天
皇
以
降
、
光
仁
天
皇
ま
で
践
祚
と
即
位

礼
の
分
離
は
な
く
、
桓
武
天
皇
に
至
っ
て
初
め
て
分
離
し
、
鏡
釼
・
宝
器
の
奉
献
は
践
祚
で
行
い
、
即
位
礼
で
は
削
除
さ
れ
、
そ
れ
が
大
嘗

祭
辰
日
の
行
事
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
。
持
統
天
皇
五
年
の
「
大
嘗
」
記
述
に
「
天
神
寿
詞
」
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
伝
統
と
し
て
天
神
寿
詞

は
大
嘗
祭
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
高
森
氏
は
桓
武
・
平
城
・
嵯
峨
・
淳
和
の
四
代
は
大
嘗
祭
で
中
臣
の
天
神
寿
詞
と
忌
部
の
鏡
釼
奉
献

と
い
う
即
位
儀
礼
が
行
わ
れ
、
天
長
十
年
、
仁
明
天
皇
の
大
嘗
祭
で
は
忌
部
の
鏡
釼
奉
献
が
な
く
な
り
、
天
神
寿
詞
だ
け
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
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次
に
、
即
位
に
あ
た
っ
て
一
度
だ
け
行
わ
れ
る
儀
礼
で
あ
る
八
十
島
祭
と
羅
城
祭
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
く
。

第
三
節　

陰
陽
道
の
影
響
が
見
ら
れ
る
即
位
儀
礼

―
八
十
島
祭
・
羅
城
祭

㈠　

八
十
島
祭

即
位
の
時
に
必
ず
一
度
だ
け
行
わ
れ
る
八
十
島
祭
に
つ
い
て
『
古
事
類
苑
』（
神
祇
部
二
十
三　

大
嘗
祭
六
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

�

天
皇
即
位
ノ
後
、
使
ヲ
摂
津
国
難
波
津
ニ
遣
シ
、
住
吉
神
・
大
依
羅
神
・
海
神
・
垂
水
神
・
住
道
神
ヲ
祀
リ
、
天
皇
ノ
御
衣
ヲ
納
レ
タ

ル
筥
ヲ
揺
動
シ
テ
禊
ヲ
修
シ
、
祭
リ
訖
リ
テ
後
祭
物
ヲ
海
ニ
投
ズ

天
皇
と
共
に
中
宮
と
東
宮
の
八
十
島
祭
も
同
時
に
行
わ
れ
た
。『
江
家
次
第
』
巻
十
五
で
は
「
大
嘗
会
次
年
行
之
、
多
在
大
神
宝
之
後
、」

と
し
て
、
大
嘗
祭
終
わ
っ
て
大
神
宝
使
が
発
遣
さ
れ
た
後
で
催
行
さ
れ
た
と
い
う
。

八
十
島
祭
催
行
担
当
者
の
構
成
は
『
延
喜
式
』（
神
祇
三　

臨
時
祭
）
に
よ
る
と
御
巫
・
生
島
巫
・
史
一
人
・
御
琴
弾
一
人
・
神
部
二
人

以
上
は
神
祇
官
の
官
人
で
あ
る
。
さ
ら
に
内
侍
一
人
・
内
舎
人
・
舎
人
二
人
を
加
え
る
。
こ
の
内
、
天
皇
の
御
服
を
預
か
っ
て
勅
使
と
な
っ

た
の
は
内
侍
（
の
ち
に
典
侍
）
で
あ
っ
た
。
後
代
、
白
河
院
政
期
成
立
の
『
江
家
次
第
』（
巻
十
五　

八
十
島
祭
）
で
は
蔵
人
と
共
に
勅
使

に
な
る
典
侍
に
は
天
皇
の
乳
母
が
多
く
用
い
ら
れ
た
。
ま
た
栄
爵
で
は
あ
る
が
五
位
の
人
が
加
わ
り
、
六
位
の
蔵
人
が
行
事
と
な
っ
た
。

『
江
家
次
第
』（
前
掲
）
で
は
発
遣
の
様
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
る
。
山
城
国
と
摂
津
国
に
牒
を
送
り
、
山
城
国
に
お
い
て
は
船
五
艘
を
調
達

し
、
摂
津
国
に
対
し
て
は
祭
祀
等
に
必
要
な
物
を
供
給
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
八
十
島
祭
関
係
者
以
外
に
検
非
違
使
・
若
衛
府
・
蔵
人
が
付

き
添
い
、
淀
に
て
人
・
車
を
乗
せ
て
出
発
し
た
。
勅
使
の
女
官
の
縁
者
で
あ
る
公
卿
・
殿
上
人
は
別
に
船
を
仕
立
て
て
難
波
津
ま
で
同
行
し

た
。
そ
の
華
や
か
な
様
は
「
大
略
賀
茂
祭
使
の
如
し
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。『
山
槐
記
』
永
暦
元
年
（
1
1
6
0
）
十
二
月
十
五
日
己
未
条

に
よ
る
と
、
二
条
天
皇
即
位
時
の
八
十
島
祭
勅
使
の
典
侍
は
平
清
盛
の
娘
で
あ
っ
た
。
同
行
し
た
平
家
の
一
門
と
武
者
所
を
交
え
て
総
勢
百
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人
近
く
が
難
波
津
に
下
向
し
た
。
難
波
津
で
の
祭
式
は
、
ま
ず
祭
具
を
整
え
、
神
祇
官
が
御
琴
を
弾
じ
、
女
官
が
御
衣
の
筥
を
開
け
振
動
す

る
行
為
が
重
要
で
あ
っ
た
。
中
宮
・
東
宮
の
御
衣
も
同
様
に
な
さ
れ
る
と
、
宮
主
が
禊
を
修
め
、
終
わ
る
と
祭
物
を
海
に
投
じ
た
。
以
上
で

難
波
津
の
祭
儀
が
終
了
し
た
。
一
行
は
車
等
で
帰
還
し
、
参
内
し
て
天
皇
に
御
衣
を
返
上
し
、「
御
祭
平
安
奉
仕
畢
由
」
と
報
告
し
て
、
八

十
島
祭
は
完
了
し
た
。

八
十
島
祭
の
史
料
上
の
初
見
は
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
嘉
祥
三
年
（
850
）
九
月
癸
丑
（
八
日
）
条
で
あ
る
。

　

�

遣
宮
主
小
六
位
下
卜
部
雄
貞
。
神
琴
師
正
六
位
上
菅
生
朝
臣
末
継
。
典
侍
正
五
位
下
藤
原
朝
臣
泉
子
。
御
巫
無
位
榎
本
連
淨
子
等
。
向

摂
津
国
祭
八
十
嶋
。

担
当
者
の
中
で
位
が
高
い
の
は
典
侍
藤
原
泉
子
で
あ
る
。
宮
主
卜
部
雄
貞
、
神
琴
師
、
御
巫
は
神
祇
官
に
所
属
す
る
。
と
い
う
こ
と
は
八

十
島
祭
の
勅
使
は
天
皇
の
身
近
に
仕
え
る
高
位
の
女
官
で
あ
り
、
八
十
島
祭
は
天
皇
自
身
に
直
結
し
た
私
的
な
祭
祀
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ

う
。『

延
喜
式
』
神
祇
三　

臨
時
祭
「
八
十
島
神
祭
中
宮
准
此
」
に
記
載
す
る
祭
物
に
は
陰
陽
道
的
要
素
が
見
受
け
ら
れ
る
。
祭
物
の
内
容
を
分

類
す
る
と
、
紙
・
布
関
係
、
天
皇
の
御
服
（
ア
ラ
タ
エ
・
麁
）、
農
具
の
鍬
、
鏡
・
玉
、
米
・
酒
・
糟
、
海
の
幸
と
し
て
鰒
（
ア
ワ
ビ
）・
堅

魚
（
カ
ツ
オ
）・
海
藻
・
塩
、
山
の
幸
と
し
て
稲
・
槲
（
ド
ン
グ
リ
）、
弓
矢
な
ど
兵
具
等
で
あ
る
。
従
来
の
日
本
の
祭
祀
に
用
い
ら
れ
る
物

と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
こ
こ
に
陰
陽
道
的
祭
具
と
し
て
金
銀
人
像
、
金
塗
鈴
、
御
輿
形
（
コ
シ
カ
タ
）
が
加
わ
る
。
金
銀
人
像
は
形
代
と
し

て
人
の
災
い
を
移
す
物
で
あ
り
、
輿
形
は
木
や
粘
土
な
ど
で
輿
の
形
を
作
る
陰
陽
道
の
祭
具
で
金
銀
人
像
の
乗
物
で
あ
る
。
延
喜
の
頃
、
陰

陽
道
の
付
加
は
時
代
の
要
請
で
あ
っ
た
。

八
十
島
祭
の
起
源
に
つ
い
て
は
各
説
が
あ
る
が
、
主
要
な
も
の
は
田
中
卓
氏
、
瀧
川
政
次
郎
氏
、
岡
田
精
司
等
で
あ
る
。
田
中
氏
は
八
十

島
祭
を
本
来
は
大
嘗
祭
前
後
の
御
禊
だ
と
さ
れ
る
（「
八
十
島
祭
の
研
究
」『
神
道
史
研
究
』
4
の
5　

1
9
5
1
年
）。
初
め
に
挙
げ
た
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『
江
家
次
第
』（
巻
十
五　

八
十
島
祭
）
の
冒
頭
に
あ
る
「
大
嘗
会
次
年
行
之
、
多
在
大
神
宝
之
後
」
の
記
述
は
八
十
島
の
在
り
方
を
示
す
重

要
な
根
拠
と
さ
れ
て
き
た
。
田
中
氏
は
「
大
嘗
祭
の
次
年
に
行
わ
れ
る
形
八
十
島
祭
は
本
来
の
時
期
を
誤
っ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
前
後
二

度
の
中
の
後
者
の
み
の
遺
存
し
た
結
果
に
他
な
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
る
。
大
嘗
祭
前
年
に
実
施
さ
れ
た
例
は
清
和
天
皇
嘉
祥
三
年
（
850
）
の

八
十
島
祭
の
一
件
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
即
位
後
八
十
島
祭
が
二
度
行
わ
れ
た
例
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
こ
の
説
に
疑
問
を
感
じ
る
。

こ
の
文
徳
天
皇
の
八
十
島
祭
に
つ
い
て
村
山
修
一
氏
は
『
日
本
陰
陽
道
史
総
説
』
の
中
で
「
こ
の
時
よ
り
記
録
さ
れ
て
い
る
の
は
始
め
て

官
祭
と
し
て
盛
大
に
執
行
さ
れ
た
事
実
の
反
映
で
あ
る（

（
（

。」
と
、
官
祭
と
し
て
催
行
の
在
り
方
に
重
点
を
お
か
れ
た
。
も
と
も
と
あ
っ
た
八

十
島
祭
の
前
身
の
祭
儀
を
再
評
価
し
、
こ
の
年
よ
り
恒
例
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

一
方
、
瀧
川
氏
は
起
源
を
こ
の
文
徳
三
年
と
さ
れ
、
八
十
島
祭
が
泰
山
府
君
を
祀
る
陰
陽
道
的
祭
事
で
都
の
周
辺
で
行
う
七
瀬
祓
か
ら
発

展
し
た
天
皇
の
私
的
な
祭
祀
と
さ
れ
る（

（
（

。

広
く
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
岡
田
精
司
氏
の
説
で
あ
る
。
大
八
洲
（
お
お
や
し
ま
）
の
霊
を
天
皇
に
付
与
す
る
祭
祀
と
説
か
れ
る（

（
（

。
五
世

紀
の
倭
の
五
王
の
時
代
は
難
波
津
で
大
海
原
に
向
か
っ
て
大
八
州
の
精
霊
を
招
き
、
大
王
の
体
内
に
取
り
入
れ
る
即
位
就
儀
礼
が
あ
っ
た
。

そ
れ
を
岡
田
氏
は
「
原
八
十
島
祭
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
即
位
儀
や
大
嘗
祭
以
前
の
古
い
大
王
祭
祀
の
痕
跡
を
と
ど
め
る
も
の
で
あ
る
と
い

う
。起

源
に
つ
い
て
主
要
な
説
を
概
観
し
て
み
た
が
、
瀧
川
氏
の
文
徳
天
皇
嘉
祥
三
年
説
以
外
は
そ
の
起
源
は
特
定
で
き
な
い
。
瀧
川
氏
の
説

を
と
る
と
、
京
師
の
周
辺
を
祓
い
清
め
る
七
瀬
の
祓
が
あ
る
の
に
わ
ざ
わ
ざ
遠
方
の
難
波
津
に
赴
く
理
由
が
希
薄
で
あ
る
。
岡
田
氏
と
村
山

氏
の
説
が
妥
当
に
思
え
る
。

八
十
島
祭
は
祭
物
に
は
金
銀
の
人
形
が
あ
る
な
ど
陰
陽
道
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、
祭
祀
の
根
本
は
御
衣
を
振
り
海
神
の
御
魂

の
霊
力
を
御
衣
に
取
り
込
む
こ
と
で
あ
ろ
う
。
琴
を
弾
く
の
は
そ
れ
を
強
化
し
鼓
舞
す
る
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
き
わ
め
て
古
代
的
な
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祭
祀
が
根
底
に
あ
る
と
推
察
す
る
。

祭
神
は
『
延
喜
式
』（
神
祇
三　

臨
時
祭　

八
十
嶋
神
祭
）
に
よ
る
と
、
摂
津
国
の
住
吉
四
座
、
大オ
オ

依ヨ
サ
ミ羅

神
四
座
、
海
神
二
座
（『
延
喜
式
』

神
祇
九　

神
名
上
で
は
大オ
オ

海ワ
タ

神ツ
ミ

）、
住ス
ミ
チ道

神
二
座
（
以
上
住
吉
郡
）、
垂
水
神
二
座
（
豊
嶋
郡
）
で
あ
る
。

難
波
津
は
海
外
の
文
化
を
受
け
入
れ
る
場
所
で
も
あ
り
、
遣
唐
使
の
出
発
の
場
所
で
も
あ
る
。
何
よ
り
も
日
本
は
海
洋
国
家
で
あ
り
、
難

波
津
は
国
家
に
と
っ
て
重
要
な
場
所
で
あ
っ
た
。
摂
津
国
の
神
々
を
祭
神
と
す
る
八
十
島
祭
は
陰
陽
道
的
な
要
素
を
含
み
つ
つ
根
底
は
海
へ

の
信
仰
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。。

さ
て
、
八
十
島
祭
の
起
源
が
確
定
し
な
い
た
め
そ
の
変
容
は
つ
か
み
き
れ
な
い
が
、
も
し
平
安
期
以
前
に
「
原
八
十
島
祭
」
が
成
立
し
て

い
れ
ば
、
平
安
前
期
に
陰
陽
道
の
影
響
を
色
濃
く
さ
せ
た
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
延
喜
式
成
立
後
、
藤
原
忠
平
は
そ
の
日
記
『
貞
信
公

記
』
で
八
十
島
祭
の
変
容
に
触
れ
て
い
る
。
村
上
天
皇
天
暦
二
年
（
948
）
正
月
二
十
五
日
条
で
あ
る
。
こ
の
時
「
八
十
島
祭
装
束
不
具
合
」

で
あ
り
承
平
の
年
（
朱
雀
天
皇
）
の
八
十
島
祭
で
は
、
摂
津
国
が
懈
怠
し
、
か
わ
り
に
住
吉
社
に
協
力
さ
せ
た
。
ま
た
前
例
で
は
神
楽
が

あ
っ
た
の
に
そ
の
時
は
な
く
、
琴
師
が
一
人
琴
を
弾
き
、
歌
っ
た
と
い
う
。
在
地
の
国
の
非
協
力
的
な
態
度
が
見
て
取
れ
る
。

八
十
島
祭
は
は
る
か
昔
の
伝
統
を
根
底
に
持
ち
、
即
位
儀
の
重
要
な
祭
儀
と
し
て
ど
ん
な
状
況
で
あ
れ
代
々
継
承
さ
れ
た
。
鎌
倉
時
代
、

承
久
の
乱
後
即
位
し
た
後
堀
河
天
皇
の
元
仁
元
年
（
1
2
2
4
）
十
二
月
十
二
日
の
八
十
島
祭
を
最
後
に
、
次
の
四
条
天
皇
の
代
か
ら
廃
絶

し
た
と
思
わ
れ
る（

（
（

。

㈡　

羅
城
祭

羅
城
祭
は
天
皇
即
位
時
に
「
毎
世
一
行
」
と
し
て
羅
城
門
で
行
な
わ
れ
る
一
種
の
大
祓
で
あ
る
。『
延
喜
式
』
に　

羅
城
御
贖
と
し
て
載

せ
る
。
但
し
羅
城
祭
の
史
料
は
少
な
く
、
論
考
と
し
て
の
先
行
研
究
も
多
く
な
い
。
瀧
川
政
次
郎
氏
の
「
羅
城
・
羅
城
門
を
中
心
と
し
た
我

が
国
都
城
制
の
研
究（
（（
（

」
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。
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羅
城
祭
に
つ
い
て
初
見
で
あ
り
唯
一
の
史
料
が
『
貞
信
公
記
』
承
平
二
年
（
932
）
十
一
月
二
日
条
で
あ
る
。

　

羅
城
祭
可
行
去
月
二
十
三
日
、
而
所
司
称
用
途
不
足
不
行
、
仍
今
日
行

「
羅
城
祭
」
と
い
う
語
も
こ
の
史
料
以
外
に
な
い
。
羅
城
祭
と
同
義
の
事
項
と
し
て
「
羅
城
御
贖
」
が
『
延
喜
式
』
巻
三　

神
祇
三　

臨

時
祭
に
そ
の
祭
具
が
見
え
る
。
奴
婢
八
人
、
馬
八
疋
と
馬
に
関
わ
っ
て
鞍
、
鹿
皮
、
さ
ら
に
装
束
一
式
と
し
て
服
（
オ
オ
ム
ソ
）・
冠
・

帯
・
履
（
ク
ツ
）
襪
（
シ
タ
ウ
ツ
。
お
そ
ら
く
足
袋
）
な
ど
が
整
え
ら
れ
、
酒
・
白
米
・
稲
、
ア
ワ
ビ
（
鰒
）
海
藻
な
ど
が
各
八
揃
用
意
さ

れ
た
。
こ
の
中
で
も
坩
（
ツ
ボ
）
は
陰
陽
道
の
祭
具
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
祓
の
祭
儀
と
し
て
は
大
祓
と
御
贖
物
祭
が
あ
り
、
京
師
、

日
本
全
土
の
祓
は
大
祓
で
行
う
。
天
皇
の
身
体
の
祓
は
御
贖
物
祭
で
行
わ
れ
た
。『
儀
式
』『
江
家
次
第
』
に
よ
る
と
坩
に
紙
を
張
り
、
穴
を

あ
け
て
天
皇
が
息
を
吹
き
込
み
、
そ
の
邪
気
を
坩
に
込
め
て
祭
祀
の
あ
と
川
に
流
す
か
土
に
埋
め
た
と
い
う
。

ま
た
八
と
い
う
数
は
四
の
倍
数
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
羅
城
門
の
中
ま
た
は
外
の
四
隅
に
祭
壇
を
も
う
け
、
二
具
に
し
て
供
え
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
奴
婢
・
馬
・
装
束
の
類
は
四
隅
の
神
（
鬼
神
か
疫
神
）
に
捧
げ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
祭
祀
は
四
角
四
堺
祭
に
通
じ
る
も
の
が

あ
り
、
祭
儀
は
泰
山
夫
君
祭
で
あ
っ
た
と
瀧
川
氏
は
推
測
さ
れ
て
い
る
。
祭
具
か
ら
見
て
も
、
羅
城
祭
は
大
掛
か
り
な
祭
祀
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

羅
城
祭
は
大
祓
の
一
つ
で
あ
ろ
う
か
。
梅
田
義
彦
氏
は
祓
と
禊
に
つ
い
て
、「
そ
の
ツ
ミ
・
ケ
ガ
レ
に
対
し
て
ミ
ソ
ギ
（
禊
・
身
滌
）、
ハ

ラ
ヘ
（
祓
・
解
除
）
が
そ
の
除
去
の
行
法
で
あ
り
、
ア
ガ
ナ
ヒ
（
贖
）
ア
ガ
モ
ノ
（
贖
物
）
は
、
い
わ
ゆ
る
ハ
ラ
ヘ
ツ
モ
ノ
（
祓
具
）
で
、

賠
償
の
シ
ロ
モ
ノ
（
代
物
）
で
あ
っ
た
。」
と
す
る（
（（
（

。
明
快
な
意
見
と
思
う
。
こ
れ
に
沿
っ
て
『
延
喜
式
』（
神
祇
八　

六
月
晦
日
大
祓
）
の

祝
詞
を
見
る
と
「
朝
の
御
霧
夕
の
御
霧
を
朝
風
夕
風
の
吹
き
掃
う
事
の
ご
と
く
、
大
津
辺
に
居
る
大
船
を
…
略
…
大
海
原
に
押
し
放
つ
事
の

ご
と
く
」
罪
を
掃
き
清
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
羅
城
祭
と
大
祓
の
贖
物
は
馬
を
加
え
る
な
ど
共
通
点
が
多
い
が
、
大
祓
の
贖
物
は
『
延
喜

式
』（
神
祇
一　

四
時
祭
上
）
に
よ
る
と
金
銀
の
横
刀
、
人
形
（
ヒ
ト
カ
タ
）
を
使
う
な
ど
陰
陽
道
と
の
か
か
わ
り
が
深
い
。
羅
城
祭
は
人
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形
は
使
わ
ず
、
奴
婢
を
加
え
る
な
ど
、
ま
だ
古
式
の
大
祓
の
形
を
の
こ
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
が
、
そ
の
祭
祀
の
内
容
は
不
詳
で
あ
る
。
承

平
二
年
、
朱
雀
天
皇
の
羅
城
祭
は
大
嘗
祭
の
十
一
日
前
に
挙
行
さ
れ
て
い
る
（【
表
】
参
照
）。
従
っ
て
大
嘗
祭
前
の
大
祓
と
同
じ
意
味
合
い

が
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
朱
雀
天
皇
の
羅
城
祭
は
円
滑
に
進
む
状
況
で
は
な
か
っ
た
。『
貞
信
公
記
』
承
平
二
年
（
932
）
十
一
月
二
日
条
で
は
不
安

材
料
が
出
て
い
る
。

　

羅
城
祭
可
行
去
月
二
十
三
日
、
而
所
司
称
用
途
不
足
不
行
、
仍
今
日
行
、

羅
城
祭
は
か
な
り
の
費
用
と
手
間
が
か
か
り
、
朝
廷
は
そ
の
捻
出
に
苦
労
し
、
予
定
日
が
延
び
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

羅
城
祭
の
起
源
は
当
然
な
が
ら
羅
城
門
の
創
建
以
後
で
あ
る（
（（
（

。
羅
城
門
は
朱
雀
大
路
南
端
面
の
門
と
し
て
建
設
さ
れ
た
二
重
閣
七
間
の
大

型
建
造
物
で
あ
っ
た
（『
拾
芥
抄
』
宮
城
門
の
項
）。

平
安
京
は
唐
の
長
安
・
洛
陽
を
モ
デ
ル
と
し
た
が
、
中
国
と
違
い
日
本
は
異
民
族
侵
入
の
恐
れ
が
な
く
、
都
を
羅
城
で
厳
重
に
廻
ら
す
必

要
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
周
辺
に
だ
け
羅
城
が
あ
る
羅
城
門
は
形
式
上
、
都
の
玄
関
と
し
て
の
意
義
が
あ
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
門
は
穢
れ

を
祓
い
出
す
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
善
き
に
つ
け
悪
き
に
つ
け
外
の
異
界
か
ら
物
が
入
っ
て
来
る
場
で
も
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
天
皇
即
位
時

の
羅
城
祭
は
、
天
皇
の
息
災
と
平
安
京
の
安
寧
を
祈
る
大
事
な
祭
祀
の
場
で
も
あ
っ
た
。

羅
城
門
は
平
安
京
遷
都
の
延
暦
十
三
年
（
794
）
か
ら
寛
仁
四
年
（
1
0
2
0
）
頃
ま
で
約
二
百
二
十
年
間
は
形
状
は
ど
う
あ
れ
存
在
が
確

認
で
き
る
。
大
型
建
造
物
の
た
め
度
々
倒
壊
し
、
天
安
元
年
（
980
）、
大
風
の
た
め
倒
壊
し
て
か
ら
は
再
建
ま
ま
な
ら
ず
、
寛
仁
四
年
に

後
一
条
天
皇
は
再
建
を
試
み
た
が
実
現
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
基
礎
の
石
は
藤
原
道
長
の
法
成
寺
建
立
の
た
め
に
上
達
部
や

諸
大
夫
が
運
び
出
し
た
と
藤
原
実
資
は
『
小
右
記
』
で
憤
慨
し
て
い
る
（
治
安
三
年
（
1
0
2
3
）
六
月
十
一
日
癸
卯
条
）。
一
条
天
皇
の

父
円
融
天
皇
の
頃
は
、
右
京
の
荒
廃
が
進
み
（
慶
滋
保
胤
の
「
池
亭
記
」『
本
朝
文
粋
』
巻
十
二
）、
田
畑
や
野
原
の
中
に
崩
れ
か
け
た
羅
城
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門
が
建
っ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。
渤
海
な
ど
外
国
使
節
来
訪
も
途
絶
え
、
朝
廷
の
経
済
的
衰
え
で
再
建
で
き
ず
、
羅
城
門
の
周
辺
が
荒
れ

果
て
て
い
く
と
、
羅
城
門
の
存
在
意
義
も
薄
れ
て
い
っ
た
。

羅
城
祭
は
『
延
喜
式
』
成
立
以
前
に
始
ま
り
、
醍
醐
天
皇
、
朱
雀
天
皇
、
村
上
天
皇
ま
で
は
執
り
行
わ
れ
た
と
推
察
す
る
。
村
上
天
皇
の

後
、
冷
泉
天
皇
の
頃
は
す
で
に
羅
城
門
周
辺
は
荒
廃
が
進
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
。
羅
城
祭
が
で
き
る
祭
祀
の
場
で
あ
っ
た
か
は
分
か
ら
な
い
。

し
か
し
『
本
朝
世
紀
』
寛
和
二
年
（
986
）
五
月
十
八
日
乙
酉
条
に
よ
る
と
、
花
山
天
皇
の
一
代
一
度
仁
王
会
が
羅
城
門
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。

建
物
自
体
一
部
は
残
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
平
安
京
の
玄
関
と
し
て
の
羅
城
門
の
重
要
性
は
ま
だ
意
識
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

第
二
章　
「
一
代
一
度
」
即
位
儀
礼
の
形
成

第
一
節　

一
代
一
度
の
淵
源

平
安
初
期
九
世
紀
半
ご
ろ
か
ら
、
基
盤
と
な
る
即
位
儀
礼
に
加
え
て
、
新
し
い
即
位
儀
礼
が
模
索
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
「
一

代
一
度
」
と
言
わ
れ
る
儀
礼
で
あ
る
。
天
皇
即
位
後
一
度
だ
け
行
わ
れ
る
特
別
の
儀
式
を
い
う
。
表
現
と
し
て
は
、
一
代
一
度
・
一
代
一
講

（
仁
王
会
）・
大
・
一
代
初
・
初
な
ど
が
あ
る
。

一
代
一
度
と
称
さ
れ
る
儀
礼
に
は
⑴
一
代
一
度
仁
王
会　

⑵
一
代
一
度
大
神
宝
使　

⑶
一
代
一
度
仏
舎
利
使
が
あ
る
。
⑴
は
仏
教
的
儀
礼
、

⑵
は
神
祇
的
儀
礼　

⑶
は
神
仏
習
合
的
性
格
を
持
つ
儀
礼
と
性
格
づ
け
が
で
き
よ
う
。

「
一
代
一
度
」
の
使
用
例
を
『
日
本
紀
略
』・『
貞
信
公
記
』
を
中
心
に
末
尾
の
【
表
】
に
ま
と
め
る
。

〇
宇
多
天
皇　
　
『
日
本
紀
略
』　

仁
和
四
年
（
888
）
十
一
月
八
日
条　
「
発
遣
大
神
宝
使
。」　

〇
醍
醐
天
皇
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①
『
日
本
紀
略
』　

昌
泰
元
年
（
898
）
八
月
二
十
三
日
庚
申
条　
　

　
　
　
　
「
発
遣
使
者
於
伊
勢
大
神
宮
幷
五
畿
七
道
諸
名
神
□
奉
神
財
。
又
豊
前
国
宇
佐
宮
同
奉
神
財
。」

②
『
延
喜
式
』（
十
一　

太
政
官
・
二
十
一　

玄
蕃
）「
凡
天
皇
即
位
講
説
仁
王
般
若
経　
一
代
一
講
。
…
略
」

　
　
　
　
　
　
（
三
十
八　

掃
部
）　
「
一
代
一
度
講
仁
王
会
…
略
」

　
　
　
　
　
　
（
十
三　

図
書
）　　
「
講
説
仁
王
般
若
経
装
束
…
中
略
…
右
一
代
一
度
仁
王
会
。
大
極
殿
装
束
如
件
。」

　
　
　
　
　
　
（
三　

神
祇
三　

臨
時
祭　

羅
城
御
贖
物
）「
毎
世
一
行
。」

〇
朱
雀
天
皇

①
『
日
本
紀
略
』　

承
平
二
年
（
932
）
九
月
二
十
二
日
辛
丑
条

　
　
　
　
「
依
大
嘗
会
被
奉
一
代
一
度
大
神
宝
於
伊
勢
及
諸
社
。」

　

 

『
貞
信
公
記
』　

承
平
二
年
九
月
二
十
二
日
条

　
　
　
　
「
即
位
後
、
神
社
神
宝
今
日
奉
遣
、
従
八
省
院
出
云
々
、」

②
『
日
本
紀
略
』　

承
平
三
年
（
933
）
四
月
二
十
七
日
癸
酉
条

　
　
　
　
「
修
仁
王
会
於
京
中
卅
一
堂
幷
五
畿
七
道
諸
国
。」

　

 

『
吏
部
王
記
』　

同
日
条　
　
「
一
代
一
度
仁
王
会
、
幷
百
講
、
…
略
」

〇
村
上
天
皇

①
『
日
本
紀
略
』　

天
暦
元
年
（
947
）
四
月
十
七
日
壬
申
条　
　
　
「
定
一
代
一
度
諸
社
神
宝
使
。」

　

 

『
貞
信
公
記
』　

同
日
条　
　
「
入
夜
中
使
俊
来
云
、
一
代
所
奉
神
宝
…
略
」

②
『
日
本
紀
略
』　

天
暦
元
年
四
月
廿
日
乙
亥
条
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「
奉
遣
一
代
一
度
大
奉
幣
於
伊
勢
大
神
宮
。
幷
京
畿
七
道
諸
国
神
社
。
…
略
」

　

 
『
九
暦
抄
』　

同
日
条　
　
「
一
代
一
度
神
宝
被
奉
諸
社
事　
宣
命
総
五
十
三
篇
云　

」

③
『
西
宮
記
』（　

臨
時
六　

進
発
宇
佐
使
事
）　　

 

「
一
代
一
度
於
八
省
給
宣
命
…
略
」

④
『
日
本
紀
略
』　

天
暦
元
年
四
月
二
十
一
日
丙
子
条　
　
「
是
日
。
差
仁
王
会
勅
使
。」

⑤
『
日
本
紀
略
』　

天
暦
元
年
四
月
二
十
五
日
庚
辰
条　
　
「
修
一
代
一
度
大
仁
王
会
。」

　

 

『
貞
信
公
記
』　

同
日
条　
　
　
「
一
代
初
仁
王
会
」

④
『
日
本
紀
略
』　

天
暦
二
年
（
948
）
八
月
二
十
一
日
丁
酉
条

　
　
　
　
「
請
内
印
。
今
日
。
可
請
印
一
代
一
度
奉
遣
仏
舎
利
於
諸
社
官
符
。
而
有
穢
中
憚
止
之
。
又
復
任
宣
旨
給
二
省
。」

以
上
、
史
料
は
宇
多
・
醍
醐
・
朱
雀
・
村
上
天
皇
に
限
っ
て
取
り
上
げ
た
。
そ
の
理
由
は
こ
の
間
が
一
代
一
度
儀
礼
の
創
設
と
定
着
の
過

渡
期
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

「
一
代
一
度
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
以
前
ま
た
以
後
も
長
く
使
わ
れ
た
の
は
「
大
」
と
い
う
語
で
あ
る
。
両
者
を
重
ね
る
用
例
と
し

て
「
一
代
一
度
大
仁
王
会
」
と
「
一
代
一
度
大
神
宝
使
」
が
あ
る
。
仏
舎
利
使
は
「
大
」
の
例
は
な
い
。
そ
の
他
の
表
現
と
し
て
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

　

一
代
所
奉
神
宝　
　
　
『
貞
信
公
記
』　

天
暦
元
年
（
947
）
四
月
十
七
日
条

　

一
代
一
講　
　
　
　
　
『
延
喜
式
』　　

二
十
一　

玄
蕃　
　
（
一
代
一
講
仁
王
会
）

　

毎
世
一
行　
　
　
　
　
『
延
喜
式
』　　

三　

神
祇
三　

臨
時
祭　
（
羅
城
御
贖
物
）

　

一
代
初
仁
王
会　
　
　
『
貞
信
公
記
』　

天
暦
元
年
（
947
）
四
月
二
十
日
条

延
喜
式
に
お
け
る
一
代
一
度
の
用
例
は
、
①
三
十
八　

掃
部
、
②
十
三　

図
書
、
に
あ
り
い
ず
れ
も
仁
王
会
に
関
係
し
て
い
る
。
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「
一
代
一
度
」
と
い
う
語
の
初
見
は
『
日
本
紀
略
』
承
平
二
年
（
932
）
九
月
二
十
二
日
辛
丑
条
に
朱
雀
天
皇
即
位
に
際
し
て
「
依
大
嘗
会

被
奉
一
代
一
度
大
神
宝
於
伊
勢
及
諸
社
」
と
の
記
事
で
あ
る
。
つ
い
で
『
吏
部
王
記
』
承
平
三
年
（
933
）
四
月
二
十
七
日
条
に
「
一
代
一
度

仁
王
会
」
と
見
え
、
朱
雀
天
皇
承
平
年
間
以
降
「
一
代
一
度
」
の
表
現
が
普
及
し
て
い
っ
た
。

「
一
代
一
度
」
又
は
「
大
」
な
ど
と
称
さ
れ
る
儀
礼
の
初
見
は
『
日
本
紀
略
』、
宇
多
天
皇
仁
和
四
年
（
888
）
十
一
月
八
日
条
の
「
発
遣
大

神
宝
使
」
で
あ
る
。
次
の
醍
醐
天
皇
で
は
「
一
代
一
度
」
が
定
着
す
る
過
渡
期
で
あ
る
。『
延
喜
式
』（
三
十
八　

掃
部
）
に
「
一
代
一
度
仁

王
会
と
」
あ
っ
て
、『
延
喜
式
』
の
中
で
で
も
践
祚
仁
王
会
は
一
代
一
講
、
毎
世
一
行
、
一
代
一
度
な
ど
と
書
か
れ
る
。『
延
喜
式
』
は
延
喜

五
年
（
905
）
醍
醐
天
皇
の
勅
命
を
受
け
て
編
纂
が
始
ま
り
、
延
長
五
年
（
927
）
完
成
し
康
保
四
年
（
967
）
施
行
さ
れ
た
。
延
長
八
年
（
930
）

朱
雀
天
皇
即
位
の
三
年
前
で
あ
る
。
し
か
し
「
一
代
一
度
」
と
い
う
用
語
に
な
じ
め
な
か
っ
た
の
は
藤
原
忠
平
、『
貞
信
公
記
』
の
作
者
で

は
な
か
っ
た
か
。『
貞
信
公
記
』
に
は
「
一
代
一
度
」
は
出
て
こ
な
い
。
彼
は
『
延
喜
式
』
の
編
集
責
任
者
で
も
あ
っ
た
。『
延
喜
式
』
の
表

現
に
温
度
差
が
あ
る
の
は
、「
一
代
一
度
」
と
い
う
言
葉
へ
の
忠
平
の
違
和
感
か
ら
で
あ
ろ
う
。『
貞
信
公
記
』
天
暦
元
年
（
947
）
四
月
二
十

五
日
条
で
は
『
日
本
紀
略
』
の
「
一
代
一
度
大
仁
王
会
」
に
対
し
忠
平
は
「
一
代
初
仁
王
会
」
と
記
す
。

【
表
】
か
ら
村
上
天
皇
の
代
に
な
る
と
仁
王
会
・
大
神
宝
使
・
仏
舎
利
使
も
三
者
揃
っ
て
「
一
代
一
度
」
と
よ
ば
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
一
代
一
度
」
と
い
う
用
語
は
新
し
い
即
位
儀
礼
を
言
い
表
す
明
解
な
表
現
と
し
て
村
上
天
皇
の
代
で
定
着
し
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

一
代
一
度
仁
王
会
・
大
神
宝
使
・
仏
舎
利
使
の
中
で
、
仁
王
会
は
最
も
古
く
行
わ
れ
、
初
見
は
令
制
以
前
の
斉
明
天
皇
六
年
（
666
）
五
月

朔
で
あ
る
。
一
代
一
度
仁
王
会
が
恒
例
と
な
っ
た
の
は
清
和
天
皇
の
代
と
い
う
。
新
し
く
創
設
さ
れ
た
即
位
儀
礼
で
は
な
い
。
一
代
一
度
大

神
宝
使
は
即
位
由
奉
幣
が
拡
大
さ
れ
奉
幣
に
御
神
宝
を
加
え
て
独
立
し
た
儀
礼
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
村
上
天
皇
の
代
に
な
り
大
神
宝
使

か
ら
仏
舎
利
奉
遣
が
分
離
さ
れ
、
一
代
一
度
仏
舎
利
使
と
し
て
独
自
に
行
わ
れ
た
。
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宇
多
天
皇
の
頃
か
ら
年
中
行
事
や
祭
祀
が
再
編
成
さ
れ
、
天
皇
と
そ
の
身
内
意
識
の
強
い
公
祭
が
つ
く
り
出
さ
れ
て
い
っ
た（
（（
（

。
平
安
初

期
、
二
十
二
社
と
し
て
祈
雨
・
祈
年
穀
奉
幣
な
ど
様
々
な
奉
幣
の
対
象
と
し
て
神
社
を
特
定
し
て
い
く
の
も
新
し
い
風
潮
で
あ
る
。
そ
の
中

で
も
一
代
一
度
の
即
位
儀
礼
、
大
仁
王
会
も
大
神
宝
使
も
仏
舎
利
使
も
天
皇
の
権
威
を
高
揚
さ
せ
、
五
畿
七
道
諸
国
と
の
縁
を
つ
な
ぎ
深
め

る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

第
二
節　

一
代
一
度
仁
王
会
の
展
開

仁
王
会
は
仁
王
経
を
誦
読
す
る
法
要
で
あ
る
。
仁
王
般
若
波
羅
蜜
経
ま
た
は
仁
王
般
若
波
羅
蜜
護
国
経
、
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
経
を
略

し
て
、
仁
王
般
若
経
ま
た
は
仁
王
経
と
い
う
。
四
世
紀
後
半
に
中
国
で
活
躍
し
た
鳩
摩
羅
什
の
翻
訳
で
あ
る
「
仁
王
般
若
波
羅
蜜
経
」
二
巻

（『
大
正
大
蔵
経
』
八
の
245
）
が
よ
く
知
ら
れ
る
。
も
う
一
つ
流
布
し
た
の
は
、
唐
代
の
真
言
八
祖
の
ひ
と
り
不
空
が
訳
し
た
「
仁
王
護
国
般

若
波
羅
多
経
」
二
巻
で
あ
る
（『
大
正
大
蔵
経
』
八
の
246
）。
日
本
で
は
天
台
宗
が
鳩
摩
羅
什
訳
の
仁
王
経
を
、
真
言
宗
は
不
空
訳
を
使
う
。

天
台
宗
の
所
伝
で
は
、
法
華
経
・
金
光
明
経
（
金
光
明
最
勝
王
経
）・
鳩
摩
羅
什
訳
の
仁
王
般
若
経
を
護
国
三
部
経
と
し
て
講
読
し
て
い
る
。

仁
王
経
が
護
国
経
典
と
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
第
五　

護
国
品
に
「
国
土
擾
乱
せ
ん
と
す
る
時
、
百
の
高
座
を
設
け
、
百
法
師
を
請
じ
、
百
燈

を
燃
し
、
百
和
合
香
を
焼
き
、
一
日
二
時
に
此
の
経
を
講
ぜ
ば
諸
難
消
滅
す
べ
き
こ
と
」
と
説
か
れ
て
い
る
の
を
根
拠
と
し
て
い
る
。
日
本

の
仁
王
会
も
こ
の
儀
軌
に
準
じ
て
行
わ
れ
た
。

中
国
で
は
六
世
紀
後
半
、
陳
の
武
帝
が
仁
王
会
を
設
け
た
の
が
始
ま
り
と
い
う
。
唐
代
は
太
宗
の
貞
観
年
間
に
恒
例
と
な
っ
た
。
七
世
紀

末
、
則
天
武
后
が
護
国
経
と
し
て
「
仁
王
経
」
と
「
大
雲
経
」
の
法
要
を
官
寺
で
行
い
、
武
周
革
命
に
利
用
し
た
と
い
わ
れ
る（
（（
（

。
唐
に
影
響

さ
れ
斉
明
六
年
（
666
）
に
為
さ
れ
た
の
が
日
本
で
の
初
例
と
さ
れ
る
（『
日
本
書
紀
』
斉
明
六
年
（
660
）
五
月
条
）。

「
是
月
有ツ
カ

司サ
く

奉
勅
造
一
百
高
座
。
一
百
衲ノ
フ

袈
裟
。
設
仁
王
般
若
之
会
。」
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斉
明
天
皇
は
仁
王
般
若
会
に
当
た
っ
て
、
百
高
座
と
僧
の
た
め
の
衲
衣
・
袈
裟
を
造
ら
せ
た
。

　

そ
の
後
仁
王
会
が
行
わ
れ
た
記
録
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

⑴
斉
明
天
皇
六
年
（
660
）
五
月　
　
（『
日
本
書
紀
』・『
類
聚
国
史
』
仏
道
四　

仁
王
会
）

⑵
聖
武
天
皇
は
二
回
。　

神
亀
六
年
（
729
）
六
月
朔
日
と
天
平
十
九
年
五
月
十
五
日

⑶
孝
謙
天
皇
は
三
回
。　

�

天
平
勝
宝
二
年
（
750
）
五
月
八
日
、
天
平
勝
宝
五
年
（
753
）
三
月
二
十
九
日
、
天
平
宝
字
元
年
（
757
）
七
月
二

十
四
日

⑷
淳
仁
天
皇　
　

天
平
宝
字
四
年
（
760
）
二
月
廿
九
日

⑸
称
徳
天
皇　
　

神
護
景
雲
四
年
（
770
）
正
月
十
五
日

⑹
光
仁
天
皇　
　

宝
亀
三
年
（
772
）
六
月
十
五
日　
（
⑵
か
ら
⑹
は
『
続
日
本
紀
』・『
類
聚
国
史
』
に
載
せ
る
）

平
安
時
代
前
期
は
桓
武
天
皇
以
来
、
平
城
天
皇
を
除
い
て
す
べ
て
の
天
皇
に
仁
王
会
催
行
の
記
録
が
見
ら
れ
る
（【
表
】
参
照
）。
回
数
の

多
い
の
は
仁
明
天
皇
（
四
回
）、
文
徳
天
皇
（
三
回
）
で
あ
る
。

堀
一
郎
氏
、
瀧
川
政
次
郎
氏
、
垣
内
和
孝
氏
、
井
原
今
朝
雄
氏
の
先
行
論
文
を
基
に
そ
の
内
容
を
探
っ
て
い
き
た
い（
（（
（

。

国
家
儀
礼
と
し
て
の
仁
王
会
は
三
種
あ
る
。
①
天
皇
の
即
位
、
代
替
わ
り
に
行
わ
れ
る
一
代
一
度
仁
王
会
で
践
祚
仁
王
会
と
も
い
う
。
②

年
中
行
事
と
し
て
の
春
秋
二
季
の
仁
王
会
③
旱
魃
・
天
災
・
疫
病
・
兵
乱
な
ど
非
常
事
態
に
際
し
随
時
行
わ
れ
る
臨
時
仁
王
会
で
あ
る
。

で
は
①
一
代
一
度
仁
王
会
と
②
③
の
仁
王
会
の
違
い
は
何
だ
ろ
う
か
。
②
二
季
の
仁
王
会
は
春
と
秋
（
日
は
固
定
せ
ず
）
に
行
う
年
中
行

事
で
宮
中
を
中
心
に
為
さ
れ
る
。
①
と
③
を
比
較
す
る
上
で
一
代
一
度
仁
王
会
の
須
条
件
を
考
え
る
と
三
点
あ
る
。
一
に
天
皇
即
位
後
あ
ま

り
日
を
置
か
ず
に
催
さ
れ
る
。
二
に
宮
中
、
京
師
・
五
畿
七
道
の
国
分
寺
で
同
日
に
一
斉
に
お
こ
な
わ
れ
る
。
三
に
は
合
計
百
高
座
を
設
け

る
。
こ
の
三
つ
の
条
件
に
加
え
、
即
位
に
際
し
て
い
つ
行
わ
れ
た
か
と
い
う
時
期
が
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
一
代
一
度
仁
王
会
に
限
ら
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ず
、
仁
王
会
は
仁
王
経
に
則
っ
て
百
高
座
で
す
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
し
、
臨
時
仁
王
会
も
宮
中
・
京
師
・
諸
国
に
お
い
て
百
座
で
行
わ
れ

る
例
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

【
表
】
に
よ
る
と
、
一
代
一
度
仁
王
会
（
推
定
も
含
め
て
）
は
慣
例
と
し
て
大
嘗
祭
の
後
に
行
わ
れ
、
大
嘗
祭
と
同
じ
く
即
位
儀
礼
と
し

て
重
要
視
さ
れ
て
い
た
。『
延
喜
式
』（
巻
十
一　

太
政
官
）
を
見
る
と
、
施
行
に
あ
っ
た
っ
て
は
中
納
言
以
下
行
事
司
が
任
命
さ
れ
た
。
瀧

川
氏
は
行
事
司
が
任
じ
ら
れ
る
儀
式
は
大
嘗
祭
と
一
代
一
度
仁
王
会
だ
け
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。『
延
喜
式
』
で
の
内
容
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

　

�

凡
天
皇
即
位
。
講
説
仁
王
般
若
経
。
一
代
一
講
。
設
百
高
座
。
一
日
朝
晡
講
畢
。
預
仁
行
事
司
。
中
納
言
一
人
。
参
議
及
弁
各
一
人
。

五
位
二
人
。
六
位
以
下
臨
時
定
之
。
五
位
以
上
奏
任
。
六
位
以
下
申
大
臣
任
。
預
仰
天
下
。
當
斎
会
日
。
禁
断
殺
生
。
事
見
玄
蕃
式
幷
儀
式
。

ま
た
僧
侶
へ
の
布
施
に
つ
い
て
同
じ
く
玄
蕃
式
（『
延
喜
式
』
巻
二
十
一
）
で
は
「
以
京
庫
者
充
之
。
其
諸
国
者
。
准
当
土
估
。
以
正
税

費
用
」
と
あ
る
様
に
国
庫
か
ら
捻
出
さ
れ
、
一
代
一
度
仁
王
会
は
国
家
的
に
重
要
な
行
事
と
位
置
付
け
ら
れ
た
。

一
代
一
度
仁
王
会
挙
行
の
際
、
諸
国
に
催
行
前
の
禁
断
殺
生
と
日
時
の
官
符
が
下
さ
れ
た
。
日
時
は
陰
陽
寮
の
日
時
勘
文
に
よ
る
。
全
国

同
日
同
時
、
朝
夕
二
時
に
行
う
の
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
た
。
又
金
字
仁
王
経
七
十
一
部
百
卌
二
巻
を
五
畿
七
道
諸
国
の
国
分
寺
、
下
野
薬
師

寺
、
大
宰
府
観
音
寺
、
豊
前
国
弥
勒
寺
に
各
一
部
頒
布
し
た
。（『
類
聚
三
代
格
』・『
日
本
三
代
実
録
』
に
あ
る
貞
観
十
六
年
（
874
）
閏
四

月
二
十
五
日
の
太
政
官
符
）

で
は
百
高
座
と
は
ど
こ
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
。『
類
聚
国
史
』
と
『
日
本
紀
略
』
に
よ
る
と
、
光
孝
天
皇
仁
和
元
年
（
885
）
四
月
庚
辰
二

十
六
日
の
条
で
は
仁
王
会
は
「
始
紫
宸
殿
。
諸
殿
所
司
。
十
二
門
。
羅
城
門
。
東
西
寺
。
合
卅
二
所
。
及
五
畿
内
。
七
道
諸
国
。
同
日
同
時
。

朝
夕
二
時
講
修
之
。」
の
百
座
で
あ
っ
た
。
そ
の
場
所
は
紫
宸
殿
か
ら
内
裏
の
所
司
、
宮
城
門
、
平
安
京
の
南
端
に
あ
る
東
寺
・
西
寺
、
羅

城
門
等
卅
二
所
で
あ
る
。
全
国
各
国
分
寺
で
あ
っ
た
。（
当
時
全
国
は
六
十
六
ヵ
国
）
こ
れ
は
典
型
的
な
例
で
あ
る
。
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仁
王
会
法
要
で
は
そ
の
目
的
と
し
て
呪
願
文
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。
淳
和
天
皇
の
場
合
、
呪
願
文
は
空
海
が
勅
命
に
よ
り
作
っ
た（
（（
（

。
そ
の

外
に
仁
明
天
皇
・
清
和
天
皇
・
陽
成
天
皇
・
光
孝
天
皇
（
以
上
『
類
聚
国
史
』）、
花
山
天
皇
（『
本
朝
世
紀
』）、
三
条
天
皇
（『
小
右
記
』
長

和
二
年
八
月
十
九
日
戊
寅
条
）
が
伝
わ
る
。『
北
山
抄
』（
巻
十
五
）
に
よ
る
と
基
本
的
に
は
文
章
博
士
が
作
成
し
た
。

平
安
時
代
に
な
っ
て
仁
王
会
に
密
教
の
要
素
が
加
わ
っ
た
。
そ
の
キ
ー
マ
ン
が
空
海
で
あ
る
。
淳
和
天
皇
天
長
二
年
（
825
）
閏
七
月
庚
寅

（
十
九
日
）、
仁
王
会
の
際
の
空
海
呪
願
文
に
は
「
敷
一
百
獅
子
座
。
屈
八
百
龍
象
。
奉
宣
五
種
之
般
若
。
守
護
内
外
之
国
土
」
と
述
べ
て
密

教
の
立
場
か
ら
国
家
の
安
寧
を
切
に
願
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
空
海
は
『
仁
王
経
解
題（
（（
（

』
を
執
筆
し
た
。『
延
喜
式
』（
二
十
一　

玄
蕃
寮
）
を

み
る
と
仁
王
経
の
本
尊
は
も
と
も
と
釈
迦
牟
尼
仏
幷
菩
薩
羅
漢
像
（
仏
画
）
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
「
又
有
五
大
力
菩
薩
像
五
鋪
」
を
加
え
る
。

密
教
の
最
高
の
守
護
神
は
不
動
明
王
を
中
心
と
し
た
五
体
の
五
大
力
明
王
で
あ
る
。
空
海
は
護
国
の
法
要
に
密
教
の
力
を
加
味
し
た
の
で
あ

る
。一

代
一
度
仁
王
会
は
い
つ
か
ら
恒
例
化
し
た
の
か
。
聖
武
天
皇
と
す
る
の
は
、
鎌
倉
末
期
成
立
の
『
濫
觴
抄（
（（
（

』
と
堀
一
郎
氏
で
あ
る（
（（
（

。
文

徳
天
皇
か
清
和
天
皇
と
さ
れ
る
の
は
瀧
川
氏
で
あ
る（
（（
（

。
氏
は
光
孝
天
皇
と
も
さ
れ
る
。
井
原
氏
と
垣
内
氏
は
孝
謙
天
皇
と
す
る
。
そ
の
他
、

嵯
峨
天
皇
説
な
ど
も
あ
り
、
特
定
は
で
き
な
い
。【
表
】
に
載
せ
た
仁
王
会
の
例
は
桓
武
天
皇
を
除
い
て
、
一
代
一
度
と
い
え
る
仁
王
会
で

あ
る
。
私
見
で
は
あ
る
が
、
空
海
に
よ
っ
て
仁
王
会
法
要
の
内
容
が
密
教
を
加
味
し
て
整
え
ら
れ
た
淳
和
天
皇
即
位
時
を
始
原
と
し
て
も
い

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
代
一
度
仁
王
会
は
後
深
草
天
皇
建
長
四
年
（
1
2
5
2
）
六
月
十
九
日
辛
未
（『
百
錬
抄
』）
に
行
わ
れ
た
の
を
最
後
に
、
宮
中
の
仁
王

会
は
廃
絶
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
垣
内
氏（
（（
（

・
井
原
氏（
（（
（

前
掲
論
文
・『
密
教
大
辞
典
』　

仁
王
会
の
項
）。
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第
三
節　

一
代
一
度
大
神
宝
使
の
成
立
と
展
開

一
代
一
度
大
神
宝
使
と
は
天
皇
の
即
位
に
際
し
、
特
別
に
諸
国
の
名
神
に
御
神
宝
を
奉
献
す
る
行
事
で
あ
る
。『
古
事
類
苑
』（
神
祇
部
二

十
三　

大
嘗
祭
六　

付
大
神
宝
使
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

�

天
皇
即
位
ノ
後
、
京
畿
七
道
諸
社
五
十
三
所
ニ
遣
シ
テ
神
宝
幣
帛
ヲ
奉
リ
、
宝
祚
ノ
長
久
、
国
家
ノ
平
安
ヲ
祈
ラ
シ
メ
給
フ
、
又
一

代
一
度
大
神
宝
ト
モ
大
幣
帛
ト
モ
称
ス
、

続
い
て
橋
口
長
一
氏
・
岡
田
荘
司
氏
・
甲
田
利
雄
氏
の
各
先
行
論
文
を
参
考
に
考
え
る（
（（
（

。

大
神
宝
使
は
『
日
本
紀
略
』
の
、
宇
多
天
皇
仁
和
四
年
十
一
月
八
日
条
に
「
発
遣
大
神
宝
使
」
と
あ
る
の
が
初
見
で
あ
る
。
朱
雀
天
皇
承

平
二
年
（
932
）
九
月
二
十
二
日
辛
丑
条
（
紀
略
）
に
「
依
大
嘗
会
。
被
奉
一
代
一
度
大
神
宝
於
伊
勢
及
諸
社
。」
と
あ
っ
て
大
嘗
祭
の
関
連

行
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。【
表
】
を
見
る
と
宇
多
天
皇
以
降
の
大
神
宝
使
は
大
嘗
会
前
後
に
発
遣
さ
れ
た
。
宇
多
・
朱
雀
・
冷
泉
・

円
融
・
花
山
・
一
条
天
皇
ま
で
は
大
嘗
会
の
前
、
三
条
天
皇
以
降
は
大
嘗
会
の
後
に
な
さ
れ
以
後
恒
例
と
な
っ
た
。
岡
田
荘
司
氏
に
よ
る
と

大
嘗
祭
の
次
年
に
慣
例
化
さ
れ
た
の
は
堀
河
天
皇
以
後
院
政
期
で
あ
る（
（（
（

。

一
代
一
度
大
神
宝
使
は
『
日
本
三
代
実
録
』
清
和
天
皇
貞
観
元
年
（
859
）
七
月
十
四
日
丁
夘
条
に
「
遣
使
諸
社
、
奉
神
宝
奉
幣
」
と
い
う

記
事
が
起
源
と
い
わ
れ
る
。『
有
職
故
事
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館（
（（
（

）
は
同
年
二
月
一
日
の
条
と
す
る
。『
古
事
類
苑
』
も
「
清
和
の
頃
」
と

い
い
有
力
な
説
で
あ
る
。
甲
田
氏
、
岡
田
氏
は
『
日
本
紀
略
』
宇
多
天
皇
仁
和
四
年
十
一
月
八
日
条
の
「
発
遣
大
神
宝
使
」
を
起
源
と
さ
れ

る（
（（
（

。
そ
の
理
由
は
貞
観
元
年
記
事
内
容
を
精
査
し
て
み
る
と
対
象
諸
社
が
十
五
社
と
少
な
く
、
伊
勢
・
宇
佐
は
な
く
山
城
・
大
和
・
摂
津
・

河
内
・
紀
伊
な
ど
近
畿
圏
と
能
登
の
氣
比
神
社
と
越
前
の
気
多
神
社
と
な
っ
て
い
る
。
後
世
の
大
神
宝
使
の
対
象
外
の
清
和
と
父
文
徳
の
縁

戚
に
関
係
す
る
神
社
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
由
に
こ
の
大
神
宝
使
は
清
和
一
代
の
み
の
神
宝
使
で
あ
っ
た
と
解
釈
さ
れ
る
。
恒
例
と
し
て

の
大
神
宝
使
制
度
は
宇
多
天
皇
か
ら
始
ま
り
、
村
上
天
皇
で
完
備
さ
れ
た
と
い
う
の
が
、
両
氏
の
主
張
で
あ
る
が
賛
成
で
き
る
。
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以
下
は
岡
田
荘
司
氏
の
研
究
に
よ
る
所
が
大
き
い（
（（
（

。
大
神
宝
使
対
象
社
・
担
当
者
は
『
北
山
抄
』
巻
五
、「
奉
諸
社
神
宝
事
」
の
項
に
よ

れ
ば
、
伊
勢
使
、
宇
佐
、
并
宮
中
、
京
辺
七
社
は
殿
上
人
を
当
て
、
畿
内
は
諸
大
夫
を
諸
国
に
各
一
人
遣
わ
し
て
、
七
道
に
つ
い
て
は
「
蔵

人
所
雑
色
以
下
一
道
各
一
人
、
自
殿
上
下
給
」
と
記
さ
れ
、
勅
使
は
対
象
社
に
よ
っ
て
格
差
が
あ
っ
た
。
特
に
伊
勢
・
度
会
に
は
王
と
中
臣

ま
た
は
忌
部
が
使
と
な
り
伊
勢
使
と
呼
ば
れ
、
宇
佐
・
香
椎
の
場
合
は
宇
佐
使
（
う
さ
づ
か
い
）
と
呼
び
特
別
視
し
た
。
宇
佐
使
は
一
代
一

度
大
神
宝
使
の
時
と
臨
時
（
即
位
奉
告
、
災
害
、
異
変
な
ど
）
の
時
、
及
び
十
世
紀
か
ら
は
三
年
に
一
度
恒
例
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
。
山
城

の
七
社
（
石
清
水
・
園
韓
神
・
賀
茂
上
下
・
稲
荷
・
松
尾
・
平
野
・
大
原
野
）
は
宇
佐
と
同
じ
く
殿
上
人
が
使
と
な
っ
た
。
畿
内
三
国
（
大

和
・
河
内
・
摂
津
）
は
五
位
の
諸
大
夫
が
、
七
道
の
使
は
蔵
人
所
の
雑
色
な
ど
が
使
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
代
一
度
神
宝
使
は

太
政
官
を
中
心
と
し
た
施
行
で
は
な
く
、
天
皇
の
内
廷
関
係
者
で
あ
る
殿
上
人
や
蔵
人
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
天
皇
の
身
内
的
な
儀
礼
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。

『
左
経
記
』
寛
仁
元
年
（
1
0
1
7
）
九
月
廿
日
乙
卯
条
に
後
一
条
天
皇
の
大
神
宝
使
の
発
遣
次
第
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
岡
田
氏

は
奉
献
対
象
神
社
を
分
類
さ
れ
て
畿
内
近
国
は
特
に
天
皇
が
崇
敬
す
る
二
十
二
社
が
多
く
、
他
国
の
名
社
は
の
ち
各
国
の
一
宮
に
な
る
も
の

が
多
い
と
さ
れ
る（
（（
（

。
ま
た
御
神
宝
は
社
別
に
格
差
が
あ
っ
た
こ
と
を
『
左
経
記
』
寛
仁
元
年
十
月
二
日
条
は
伝
え
て
い
る
。『
朝
野
群
載
』

（
十
二　

内
記
）
に
載
せ
る
一
代
一
度
大
神
宝
の
宣
命
に
は
錦
蓋
・
弓
箭
・
剣
桙
等
の
種
々
の
神
宝
が
見
え
、
こ
れ
が
神
宝
の
基
本
で
あ
る
。

伊
勢
・
宇
佐
は
銀
御
幣
、
玉
佩
な
ど
数
多
く
、
宇
佐
に
は
法
服
も
加
え
ら
れ
た
。

大
神
宝
使
出
立
に
つ
い
て
は
後
一
条
天
皇
の
場
合
、『
左
経
記
』
寛
仁
元
年
（
1
0
1
7
）
十
月
二
日
丁
卯
条
に
詳
し
い
。『
江
家
次
第
』

は
延
久
元
年
（
1
0
6
9
）
十
月
七
日
の
後
三
条
天
皇
の
大
神
宝
使
を
記
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
前
日
大
祓
を
行
い
、
当
日
は
神
馬
を
引
き

回
す
儀
が
あ
り
、
清
涼
殿
で
御
神
宝
の
天
覧
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
京
畿
七
道
に
く
ま
な
く
発
遣
さ
れ
た
一
代
一
度
神
宝
使
は
ど
の
よ
う
な

思
い
を
携
え
て
現
地
に
向
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
朝
野
群
載
』（
前
掲
）
の
一
代
一
度
大
神
宝
使
の
宣
命
を
見
る
と
、
そ
の
祈
り
と
は
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「
風
雨
順
時
倍
、
五
穀
豊
登
之
女
、
灾
難
永
断
波
、
万
民
平
久
安
久
」（
風
雨
時
に
し
た
が
え
、
五
穀
豊
か
に
登
り
し
め
、
災
難
永
く
断
て
ば
、

万
民
平
け
く
安
ら
け
く
」
で
あ
っ
た
。

一
代
一
度
神
宝
使
の
終
焉
に
つ
い
て
は
、
橋
口
長
一
氏
は
文
永
の
頃
、
蒙
古
襲
来
の
時
期
、
後
宇
多
天
皇
の
代
と
さ
れ
、
岡
田
氏
、
甲
田

氏
は
と
も
に
後
御
土
御
門
天
皇
の
代
、
応
仁
の
乱
（
1
4
6
7
）
の
頃
に
廃
絶
と
さ
れ
る
。
鈴
木
義
一
氏
は
『
氏
経
卿
記
』
か
ら
や
は
り
応

仁
の
乱
の
時
と
さ
れ
る（
（（
（

。
諸
説
か
ら
考
え
る
と
や
は
り
十
五
世
紀
半
、
応
仁
の
乱
あ
た
り
に
廃
止
と
思
わ
れ
る
。
全
国
に
神
宝
使
を
発
遣
で

き
る
ほ
ど
の
経
済
力
も
政
治
力
も
す
で
に
朝
廷
に
は
な
か
っ
た
。

第
四
節　

一
代
一
度
仏
舎
利
使
の
成
立

一
代
一
度
仏
舎
利
使
は
天
皇
即
位
時
に
宇
佐
・
石
清
水
・
五
畿
七
道
諸
国
の
名
社
に
仏
舎
利
を
奉
納
す
る
行
事
で
あ
る
。
先
行
論
文
と
し

て
主
な
も
の
は
甲
田
利
雄
氏
と
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
小
野
坂
・
ル
パ
ー
ト
氏（
（（
（

が
あ
る
。
甲
田
氏
は
先
駆
的
な
研
究
を
さ
れ
た
が
本
論
は
臨
時
年
中

行
事
一
般
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
そ
の
一
環
と
し
て
論
及
さ
れ
て
い
る
。
ル
パ
ー
ト
氏
は
仏
舎
利
信
仰
の
展
開
と
仏
舎
利
の
流
通
現
象
の
中

で
仏
舎
利
使
を
捉
え
て
お
り
、
大
変
示
唆
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
橋
口
長
一
氏（
（（
（

・
岡
田
荘
司
氏（
（（
（

も
大
神
宝
使
に
関
連
し
て
一
代
一
度
仏
舎
利

使
を
考
察
さ
れ
て
い
る
。
拙
論
は
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
『
研
究
紀
要　

史
学
編
』（
第
十
五
号　

2
0
1
6
年
）
で
考
察
し

た
の
で
、
そ
の
内
容
に
添
い
な
が
ら
一
代
一
度
仏
舎
利
使
の
概
略
を
述
べ
る
。

『
日
本
紀
略
』
天
暦
二
年
（
948
）
八
月
二
十
一
日
丁
酉
条
に
仏
舎
利
使
の
発
遣
を
内
印
の
穢
に
よ
っ
て
中
断
す
る
と
い
う
記
録
が
あ
る
。

こ
れ
が
管
見
の
限
り
史
料
上
の
初
見
で
あ
る
。
時
に
村
上
天
皇
即
位
二
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。『
日
本
紀
略
』
に
よ
る
と
九
月
二
十
二
日
丁

卯
、
仏
舎
利
使
を
無
事
発
遣
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
、
村
上
天
皇
以
降
冷
泉
、
円
融
、
一
条
、
後
一
条
、
後
朱
雀
、
後
三
条
、
白
河
、

堀
河
、
鳥
羽
、
近
衛
、
高
倉
、
後
鳥
羽
、
土
御
門
、
順
徳
、
後
堀
河
、
そ
し
て
最
後
と
思
わ
れ
る
後
深
草
天
皇
ま
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
十
七
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例
で
は
あ
る
が
確
認
で
き
た
。
な
お
村
上
天
皇
以
前
、
宇
多
・
醍
醐
天
皇
の
代
に
も
仏
舎
利
奉
献
の
こ
と
が
あ
り
、
一
代
一
度
仏
舎
利
使
が

制
度
化
さ
れ
る
前
段
階
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
で
述
べ
る
。
宇
多
天
皇
仁
和
四
年
（
888
）
仏
舎
利
奉
献
か
ら
後
深

草
天
皇
ま
で
三
十
一
代
、
三
百
五
十
五
年
間
に
わ
た
り
続
い
た
即
位
関
連
儀
礼
が
一
代
一
度
仏
舎
利
使
で
あ
る
。

発
遣
は
宇
多
天
皇
か
ら
後
三
条
天
皇
ま
で
は
即
位
後
三
年
目
ま
で
に
実
施
さ
れ
、
白
河
天
皇
の
頃
、
院
政
期
か
ら
少
し
ず
つ
遅
れ
、
後
鳥

羽
天
皇
か
ら
後
深
草
天
皇
ま
で
は
践
祚
後
九
年
前
後
と
な
っ
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
の
後
鳥
羽
天
皇
以
降
、
即
位
後
、
年
数
を
経
て
仏
舎
利
使

発
遣
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
理
由
と
し
て
、
承
久
の
変
後
、
幼
帝
を
擁
立
し
て
い
く
院
政
が
常
態
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
幼

児
死
亡
率
が
高
か
っ
た
当
時
、
幼
い
天
皇
の
成
長
を
見
届
け
て
か
ら
発
遣
が
行
わ
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
仏
舎
利
使
の
発
遣
は
、
即
位

後
二
年
ぐ
ら
い
ま
で
に
必
ず
行
わ
れ
る
大
嘗
祭
や
八
十
島
祭
と
違
っ
て
、
そ
の
時
々
に
よ
っ
て
不
定
期
に
行
わ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

鎌
倉
時
代
、
藤
原
経
光
は
『
民
経
記
』
で
後
堀
河
天
皇
時
の
一
代
一
度
仏
舎
利
使
に
つ
い
て
そ
の
発
遣
の
実
態
を
詳
し
く
記
録
し
て
い
る
。

経
光
が
一
代
一
度
仏
舎
利
使
に
関
わ
っ
て
い
く
の
は
寛
喜
元
年
（
1
2
2
9
）（
五
月
一
日
戊
辰
条
）
か
ら
で
あ
る
。
前
年
蔵
人
に
な
っ
た

ば
か
り
の
経
光
は
当
時
十
八
歳
で
あ
っ
た
。

八
月
八
日
発
遣
日
ま
で
（
七
月
は
欠
本
）
の
記
事
を
見
る
と
、
経
光
は
蔵
人
頭
平
親
長
か
ら
風
記
（
ほ
の
き
。
記
録
書
）
か
ら
用
途
、
経

費
等
の
概
算
を
算
出
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
た
。
六
月
六
日
か
ら
関
白
九
条
道
家
主
導
の
も
と
で
、
行
事
司
の
人
事
と
行
事
所
の
決
定
、
仏

舎
利
使
受
戒
の
日
、
仏
舎
利
奉
献
の
日
時
決
定
、
鎌
倉
幕
府
に
対
し
武
士
の
成
功
を
依
頼
す
る
な
ど
下
準
備
が
行
わ
れ
た
。

六
月
二
十
五
日
は
正
式
に
仏
舎
利
奉
献
事
業
発
足
「
定
」
の
日
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
次
の
様
で
あ
る
。

①�

内
裏
の
陣
で
、
陰
陽
寮
の
日
時
勘
文
に
基
づ
き
仏
舎
利
使
受
戒
の
日
時
と
奉
献
日
時
と
壺
（
仏
舎
利
容
器
）
造
り
の
日
時
を
決
定
す
る（
（（
（

。

発
遣
準
備
の
用
途
を
内
蔵
寮
が
請
奏
し
た
も
の
を
承
認
す
る
。

②�

行
事
所
（
左
近
衛
府
陣
）
に
て
行
事
所
始
の
儀
（
御
禊
・
餞
・
吉
書
加
判
）。
そ
の
あ
と
壺
作
り
始
め
の
儀
を
行
う
。
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二
十
七
日
に
関
係
諸
国
に
蔵
人
所
牒
状
と
関
白
の
御
教
書
を
送
り
、
用
途
等
を
下
知
し
た
。
こ
う
し
て
八
月
三
日
仏
舎
利
使
受
戒
の
日
を

迎
え
、
八
月
八
日
に
御
神
宝
叡
覧
の
後
、
仏
舎
利
使
が
発
遣
さ
れ
た
。

『
民
経
記
』
が
書
か
れ
た
鎌
倉
時
代
の
世
相
は
平
安
初
期
と
は
大
き
く
違
っ
て
は
い
る
が
、
概
ね
発
遣
の
流
れ
は
た
い
し
て
変
わ
ら
な
い

と
思
わ
れ
る
。
た
だ
仏
舎
利
使
往
還
に
つ
い
て
の
所
用
は
、
本
来
は
道
筋
の
諸
国
の
国
司
に
太
政
官
符
で
要
請
し
て
い
た
も
の
が
、
幕
府
に

依
頼
し
当
地
の
守
護
や
地
頭
に
任
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

仏
舎
利
奉
納
の
主
要
な
準
備
は
以
下
で
あ
る
。
⑴
仏
舎
利
容
器
の
作
成　

⑵
御
神
宝
の
製
作　

⑶
仏
舎
利
使
の
選
定
と
受
戒
で
あ
る
。

⑴
仏
舎
利
容
器
は
二
重
の
入
れ
子
に
な
っ
て
い
る
。
内
容
器
は
壺
と
呼
ば
れ
、
銀
製
の
保
々
つ
木
（
酸
漿
）
型
で
仏
舎
利
を
一
粒
入
れ
る
。

外
容
器
は
塔
と
呼
ば
れ
、
内
容
器
を
納
め
る
。
材
質
は
『
玉
葉
』
に
よ
る
と
朴
の
木
で
彩
色
さ
れ
た（
（（
（

。

⑵
仏
舎
利
と
と
も
に
奉
献
さ
れ
る
御
神
宝
の
製
作
過
程
が
大
神
宝
使
と
同
じ
で
あ
れ
ば
、
作
物
所
を
中
心
に
、
装
束
等
は
縫
殿
で
な
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る（
（（
（

。
御
神
宝
の
内
容
に
つ
い
て
仏
舎
利
使
出
立
の
当
日
に
な
さ
れ
る
天
皇
の
神
宝
御
覧
に
明
ら
か
で
あ
る
。
天
覧
に
つ
い

て
は
『
殿
暦
』
天
永
三
年
（
1
1
1
2
）
六
月
十
七
日
条
（
鳥
羽
天
皇
）、『
玉
葉
』
建
久
三
年
（
1
1
9
2
）
三
月
十
日
条
（
後
鳥
羽
天

皇
）、『
玉
蘂
』」
寛
喜
元
年
（
1
2
2
9
）
八
月
八
日
条
（
後
堀
河
天
皇
）
と
い
う
以
上
の
三
史
料
が
あ
る
。

叡
覧
の
際
、
清
涼
殿
の
「
昼
御
座
」（『
玉
葉
』）
ま
た
は
石
灰
の
壇
（『
玉
蘂
』）
に
御
神
宝
を
並
べ
た
。
天
皇
が
手
に
取
っ
て
仏
舎
利
を

御
覧
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。『
玉
葉
』
建
久
三
年
三
月
十
日
条
か
ら
そ
の
内
容
を
挙
げ
る
。

　

被
献
仏
舎
利
所
、
総
五
十
ケ
所
也

　
　

宇
佐
、
八
幡
、

　
　

�　

已
上
、
各
被
加
御
装
束
一
具
、
共
法
服
也
、
御
念
珠
水
精
一
連
、
入
圓
筥
、
御
襪
筥
四
方
筥
也
居
筥
、
各
置
朱
漆
辛
櫃
蓋
、
加
茂

已
下
、
舎
利
許
也
、
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神
宝
の
基
本
は
仏
舎
利
で
あ
る
が
、
宇
佐
・
八
幡
（
石
清
水
）
は
特
別
で
あ
っ
た
。
御
装
束
（
神
服
）、
法
服
（
三
衣
）、
襪
（
足
袋
）、

水
精
の
念
珠
を
加
え
た
。
但
し
大
神
宝
使
と
比
べ
て
仏
舎
利
が
主
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
以
外
の
神
宝
類
も
僧
侶
に
ち
な
ん
だ
も
の
だ
け
で

簡
素
で
あ
る
あ
る
。

⑶
発
遣
の
前
、
あ
ま
り
日
を
置
か
ず
に
仏
舎
利
使
の
受
戒
が
あ
っ
た
。
大
神
宝
使
で
は
殿
上
人
な
ど
が
勅
使
と
な
っ
た
が
、
一
代
一
度
仏

舎
利
使
に
お
い
て
は
一
社
に
つ
き
一
人
の
若
い
僧
が
派
遣
さ
れ
、
一
粒
の
仏
舎
利
を
奉
納
し
た
。
そ
の
た
め
に
仏
舎
利
使
と
し
て
選
定
さ
れ

た
若
沙
弥
な
ど
幼
い
者
を
受
戒
さ
せ
る
儀
式
が
、
宮
中
（
真
言
院
な
ど
）
で
行
わ
れ
た
。
僧
綱
、
行
事
司
の
蔵
人
な
ど
が
立
ち
合
い
、
剃

髪
・
受
戒
し
、
法
服
・
度
縁
が
与
え
ら
れ
正
式
に
僧
と
し
て
認
定
さ
れ
た
。
ま
た
一
条
天
皇
の
時
は
、「
名
字
付
諸
社
片
字
」
と
い
っ
て
派

遣
先
の
名
神
の
名
前
か
ら
一
字
を
取
っ
て
僧
名
を
つ
け
た（
（（
（

。
こ
の
こ
と
を
実
証
す
る
文
書
が
厳
島
神
社
文
書
に
あ
る
。
後
一
条
天
皇
か
ら
約

五
十
年
後
の
承
安
二
年
（
1
1
7
2
）
二
月
廿
八
日
付
の
太
政
官
符
で
あ
る
（『
平
安
遺
文
』
三
五
九
四
号
）。
厳
島
（
伊
都
岐
嶋
）
神
社
へ

の
仏
舎
利
使
の
僧
名
は
伊
都
岐
嶋
の
「
都
」
の
字
を
取
っ
た
「
都
楽
」
で
あ
っ
た
。

一
代
一
度
仏
舎
利
使
は
名
神
に
仏
舎
利
を
奉
献
す
る
と
い
う
神
仏
習
合
の
性
格
に
加
え
、
仏
舎
利
使
と
し
て
発
遣
の
た
め
に
若
沙
弥
や
童

を
新
し
く
受
戒
さ
せ
る
と
い
う
特
異
な
性
格
が
あ
る
。

最
後
に
一
代
一
度
仏
舎
利
使
の
成
立
過
程
を
、
大
神
宝
使
と
の
比
較
か
ら
発
遣
先
を
絡
め
て
考
察
す
る
。
そ
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
手
掛

か
り
と
な
る
記
録
が
『
貞
信
公
記
』
天
暦
元
年
（
947
）
四
月
十
七
日
条
に
あ
る
。

十
七
日
、
入
夜
中
使
俊（
源
）

朝
臣
来
云
、
一
代
所
奉
神
宝
、
寛
（
仁
和
四
年
十
一
月
八
日
）

平
・
延
（
昌
泰
元
年
八
月
二
十
三
日
）

喜
例
有
可
進
度
者
一
人
・
仏
舎
利
入
銀
塔
之
事
、
而

承
（
二
年
九
月
二
十
二
日
）

平
無
此
事
何
云
々
、
是
宣
命
案
所
見
也
、

（
解
釈
）
十
七
日
の
夜
に
な
っ
て
、
村
上
天
皇
の
中
使
（
勅
使
）
で
あ
る
源
俊
が
忠
平
の
許
を
訪
れ
た
。

　
　

 �「
一
代
奉
る
所
の
御
神
宝
に
つ
い
て
、
寛
平
・
延
喜
（
宇
多
・
醍
醐
天
皇
）
の
例
で
は
度
者
一
人
と
仏
舎
利
を
入
れ
た
銀
の
塔
を
奉
献
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し
た
が
、
承
平
（
朱
雀
天
皇
）
で
は
そ
の
こ
と
が
な
か
っ
た
。
何
故
だ
ろ
う
。」
と
村
上
天
皇
が
問
い
合
わ
さ
れ
た
。
宣
命
案
を
見
て

の
こ
と
で
あ
る
。

『
貞
信
公
記
』
は
摂
政
関
白
太
政
大
臣
藤
原
忠
平
の
日
記
で
あ
る
。
延
喜
七
年
（
907
）
か
ら
天
暦
二
年
（
948
）
ま
で
書
か
れ
た
が
息
子
の

実
頼
が
作
っ
た
抄
本
の
み
伝
わ
る
。
そ
の
翌
年
の
天
暦
三
年
に
忠
平
は
七
十
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
記
事
が
書
か
れ
た
当
時
、
忠
平

は
数
年
来
、
体
調
不
良
で
あ
ま
り
出
仕
し
な
か
っ
た
。
ま
た
関
白
太
政
大
臣
と
い
う
極
官
に
あ
り
実
務
に
携
わ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
日
記
を
見
る
と
天
皇
（
朱
雀
・
村
上
）
か
ら
の
使
い
が
度
々
訪
れ
、
重
鎮
と
し
て
信
頼
が
厚
か
っ
た
と
い
え
る
。
こ

の
天
暦
元
年
の
記
録
か
ら
、
宇
多
天
皇
仁
和
四
年
（
888
）、
お
よ
び
醍
醐
天
皇
昌
泰
元
年
（
898
）
の
神
宝
奉
献
の
際
に
は
度
者
（
仏
舎
利
使
）

と
仏
舎
利
奉
納
が
あ
っ
た
が
、
朱
雀
天
皇
の
場
合
は
な
か
っ
た
の
で
村
上
天
皇
が
疑
問
視
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
で
は
「
大
日
本
古

記
録
」
の
『
貞
信
公
記
』
を
拠
り
所
と
し
た
。
そ
の
編
者
の
解
説
は
、
ま
ず
こ
の
記
事
の
趣
旨
を
頭
注
で
「
一
代
一
度
大
神
宝
ニ
ツ
キ
忠
平

ニ
勅
問
ア
リ
」
と
し
、『
日
本
紀
略
』
に
よ
っ
て
、「
寛
平
」
を
仁
和
四
年
（
888
）
十
一
月
八
日
の
「
発
遣
大
神
宝
使
」
の
こ
と
と
さ
れ
た
。

そ
の
前
の
十
月
七
日
「
詔
奉
幣
於
伊
勢
太
神
宮
及
諸
社
。
告
十
一
月
中
卯
日
大
嘗
会
可
聞
食
之
由
。」
と
い
う
大
嘗
会
の
由
奉
幣
が
あ
り
、

続
い
て
関
連
す
る
行
事
が
大
神
宝
使
で
あ
っ
た
と
い
え
る
（【
表
】
参
照
）。「
延
喜
」
に
つ
い
て
は
同
じ
く
『
日
本
紀
略
』
昌
泰
元
年
八

月
二
十
三
日
庚
申
条
の
「
発
遣
使
者
於
伊
勢
大
神
宮
幷
五
畿
七
道
諸
神
・
奉
神
財
。
又
豊
前
国
宇
佐
宮
同
奉
神
財
。」
に
当
た
る
と
さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
を
是
と
す
る
と
、『
貞
信
公
記
』
の
こ
の
史
料
は
重
要
で
あ
る
。
即
位
後
、
大
嘗
会
の
前
に
諸
社
奉
幣
を
行
い
、
そ
れ
と
共
に
仏

舎
利
と
度
者
（
仏
舎
利
使
）
を
奉
遣
す
る
こ
と
は
宇
多
天
皇
か
ら
始
ま
り
、
醍
醐
天
皇
の
即
位
時
に
も
引
き
継
が
れ
た
と
い
え
る
。
醍
醐
天

皇
は
十
四
歳
で
若
く
し
て
即
位
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
一
連
の
事
象
は
父
宇
多
上
皇
の
意
向
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
の
朱
雀
天
皇
は

承
平
二
年
（
982
）
九
月
二
十
二
日
に
一
代
一
度
大
神
宝
発
遣
が
み
ら
れ
る
が
仏
舎
利
奉
納
は
な
か
っ
た
（『
日
本
紀
略
』
同
日
条
）。
こ
の
混

乱
は
当
時
広
く
浸
透
し
て
き
た
仏
舎
利
信
仰
を
即
位
関
連
儀
礼
に
ど
う
加
え
る
か
と
い
う
試
行
錯
誤
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
醍
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醐
天
皇
は
即
位
後
、
数
回
臨
時
奉
幣
に
仏
舎
利
を
加
え
る
試
み
を
し
て
い
る
。『
西
宮
記
』（
巻
七　

臨
時
奉
幣
）
に
よ
る
と
、
延
喜
三
年

（
903
）
九
月
十
三
日
、
石
清
水
・
賀
茂
・
松
尾
・
平
野
・
稲
荷
・
春
日
の
諸
神
に
「
神
宝
仏
舎
利
使
如
例
」
を
奉
献
し
、
以
降
延
喜
十
六
年

（
916
）、
延
長
三
年
（
925
）
九
月
十
三
日
に
も
石
清
水
に
神
馬
・
装
束
等
の
神
宝
と
共
に
「
奉
幣
諸
社
、
加
仏
舎
利
」
な
ど
広
範
囲
の
仏
舎
利

奉
献
事
業
が
な
さ
れ
て
い
る
。
仏
舎
利
へ
の
関
心
の
深
さ
が
う
か
が
え
る
。

『
貞
信
公
記
』
に
見
え
る
こ
の
天
暦
元
年
四
月
十
七
日
は
ど
う
い
っ
た
日
で
あ
っ
た
か
、
そ
の
前
後
の
出
来
事
を
検
証
し
て
み
る
。『
日
本

紀
略
』
に
よ
れ
ば
、
四
月
十
七
日
は
一
代
一
度
諸
社
神
宝
使
の
定
（
議
定
）
の
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
歴
代
の
宣
命
案
を
検
討
し
た
結
果

先
代
の
朱
雀
天
皇
に
は
な
か
っ
た
た
め
、
今
回
の
大
神
宝
使
に
仏
舎
利
奉
納
が
抜
け
落
ち
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

大
神
宝
使
の
発
遣
が
廿
日
と
迫
っ
て
い
た
。
仏
舎
利
奉
献
は
こ
の
時
点
で
は
も
う
不
可
能
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
穢
に
よ
っ
て
延
引
と
い
う
障

害
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
翌
天
暦
二
年
（
948
）
九
月
二
十
二
日
、
一
代
一
度
仏
舎
利
使
が
発
遣
さ
れ
た
。
村
上
天
皇
の
時
に
こ
う
し
て
仏
舎

利
奉
献
は
大
神
宝
使
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
一
代
一
度
仏
舎
利
使
と
し
て
独
自
の
即
位
関
連
事
業
が
成
立
し
、
以
後
制
度
化
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
背
景
に
は
仏
舎
利
信
仰
が
幅
広
く
浸
透
し
て
い
た
事
象
が
あ
っ
た
。
両
界
曼
荼
羅
の
諸
像
と
東
寺
の
空
海
伝
来
の
仏
舎
利
を
本

尊
と
し
た
御
七
日
御
修
法
が
宮
中
で
恒
例
と
な
っ
て
い
た
の
も
傍
証
と
な
ろ
う（
（（
（

。

仏
舎
利
使
の
発
遣
先
の
諸
社
を
考
え
て
み
た
い
。
一
代
一
度
仏
舎
利
使
と
一
代
一
度
大
神
宝
使
と
の
大
き
な
違
い
は
、
仏
舎
利
使
は
伊
勢

大
神
宮
に
発
遣
さ
れ
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
ま
た
先
ほ
ど
見
た
よ
う
に
仏
舎
利
使
の
御
神
宝
は
仏
舎
利
で
あ
っ
て
、
宇
佐
・
石
清
水
の
み
僧

服
等
を
加
え
た
だ
け
で
大
神
宝
使
の
御
神
宝
を
超
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
一
代
一
度
仏
舎
利
使
が
一
代
一
度
大
神
宝
使

よ
り
派
生
し
た
と
す
る
大
方
の
先
行
論
文
に
準
拠
す
る
と
、
派
遣
先
も
大
神
宝
使
と
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
発
遣
先
の
名

社
は
「
宇
佐
・
石
清
水
・
賀
茂
」
は
見
受
け
ら
れ
る
が
そ
れ
以
外
は
不
明
で
あ
る
。
発
遣
先
の
名
社
の
数
が
五
十
か
ら
五
十
七
と
い
う
史
料

が
い
く
つ
か
あ
る
の
も
大
神
宝
使
と
同
様
で
あ
る
。
但
し
伊
勢
神
宮
を
除
い
て
で
あ
り
、
伊
勢
の
神
聖
性
が
侵
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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ル
パ
ー
ト
氏
や
田
中
貴
子
氏（
（（
（

は
仏
舎
利
を
皇
室
の
釈
迦
・
仏
教
宝
物
で
あ
り
一
種
の
神
器
と
考
え
ら
れ
、
仏
舎
利
奉
献
は
贈
与
に
よ
り
政

治
的
権
力
を
結
ぶ
こ
と
と
さ
れ
る
。
確
か
に
そ
の
面
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
私
は
も
っ
と
素
朴
に
考
え
る
。
新
し
い
天
皇
の
長
寿
・
聖
体
安

穏
・
国
家
安
泰
に
全
国
の
神
々
が
力
を
添
え
る
た
め
に
、
仏
教
の
最
高
の
宝
で
あ
る
仏
舎
利
を
神
々
に
奉
納
し
た
。
仏
舎
利
を
神
に
も
た
ら

す
こ
と
は
神
が
仏
舎
利
の
恩
恵
に
浴
す
る
こ
と
で
あ
り
、
神
の
喜
び
と
再
生
を
助
け
る
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。
仏
舎
利
は
初
穂
と
も
い

え
る
初
々
し
い
少
年
僧
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た（
（（
（

。

一
代
一
度
仏
舎
利
使
の
終
焉
は
後
深
草
天
皇
即
位
時
、
建
長
五
年
（
1
2
5
3
）
に
一
代
一
度
仏
舎
利
使
の
定
を
行
っ
た
の
が
最
後
と
思

わ
れ
る
（『
百
錬
抄
』
建
長
五
年
八
月
十
三
日
己
未
条
）。『
民
経
記
』
で
見
た
よ
う
に
、
承
久
の
乱
後
は
鎌
倉
幕
府
と
武
士
成
功
に
頼
ら
な

く
て
は
財
政
的
に
も
人
的
に
も
発
遣
は
困
難
に
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
伏
見
天
皇
（
後
深
草
天
皇
の
息
）
か
ら
即
位
灌
頂
と
い
う
新
し
い
即

位
法
が
編
み
出
さ
れ
た
こ
と
も
一
因
と
な
り
一
代
一
度
仏
舎
利
使
は
そ
の
存
在
意
義
を
な
く
し
て
い
っ
た
。

　

⑷
一
代
一
度
即
位
儀
礼
と
村
上
朝

以
上
、
一
代
一
度
即
位
関
連
儀
礼
は
村
上
朝
で
制
度
化
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
一
代
一
度
仁
王
会
・
大
神
宝
使
・
仏
舎
利
使
が
す
べ
て

揃
う
の
が
村
上
天
皇
の
時
と
い
え
る
の
は
、
末
尾
の
【
表
】
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

醍
醐
天
皇
か
ら
村
上
天
皇
の
御
代
は
延
喜
・
天
暦
の
治
と
い
わ
れ
、
後
世
聖
王
の
時
代
と
称
賛
さ
れ
る
。
藤
木
邦
彦
氏
は
こ
の
時
代
を
聖

代
視
す
る
理
由
を
つ
ぎ
の
様
に
挙
げ
ら
れ
る（
（（
（

。

一
に
、
天
皇
自
身
に
君
徳
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
た
。『
大
鏡
』
な
ど
が
伝
え
る
の
は
説
話
的
な
天
皇
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
さ
ら
に

治
世
の
大
部
分
が
天
皇
親
政
で
、「
意
見
封
事
」
な
ど
で
群
臣
の
意
見
も
よ
く
聞
か
れ
た
。
さ
ら
に
醍
醐
天
皇
は
延
喜
格
式
の
編
集
・
延
喜

儀
式
の
制
定
・『
日
本
三
代
実
録
』・
の
完
成
・
延
喜
通
宝
の
鋳
造
な
ど
を
行
っ
た
。
村
上
天
皇
の
場
合
は
『
日
本
三
代
実
録
』
以
後
の
国
史

を
編
集
す
る
た
め
に
撰
国
所
を
造
り
、
和
歌
所
も
設
け
ら
れ
た
。
乾
元
大
宝
の
鋳
造
・
常
平
所
を
設
置
し
た
。
ま
た
醍
醐
・
村
上
両
天
皇
の
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時
に
大
き
な
兵
乱
が
な
か
っ
た
の
も
天
子
の
徳
と
さ
れ
た
。
二
に
、
両
天
皇
の
代
は
菅
原
道
真
や
藤
原
時
平
・
忠
平
、
三
善
清
行
な
ど
賢
臣

が
活
躍
し
、
文
人
も
多
か
っ
た
。『
古
今
和
歌
集
』
を
始
め
、
勅
撰
・
私
撰
の
和
歌
集
が
作
ら
れ
た
。
両
天
皇
は
詩
歌
・
管
弦
に
も
優
れ
詩

文
も
巧
な
文
化
人
で
あ
っ
た
。
藤
木
氏
は
「
文
選
の
隆
盛
が
、
当
時
の
政
治
思
想
に
お
い
て
、
当
時
を
聖
代
視
す
る
に
大
き
な
根
拠
と
な
っ

た
も
の
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
る
。

橋
本
義
彦
氏
は
「
貴
族
政
権
の
政
治
構
造　

一　

摂
関
政
治
の
展
開
」
の
中
で
、
忠
平
の
時
代
こ
そ
摂
関
政
治
の
本
格
的
な
成
立
期
と
さ

れ
た（
（（
（

。
第
一
に
、
摂
政
・
関
白
が
制
度
的
に
定
着
し
た
こ
と
で
あ
る
。
基
経
の
と
き
よ
り
も
明
確
に
な
り
、
摂
政
は
天
皇
の
大
権
を
代
行
で

き
、
天
皇
が
幼
少
の
時
は
摂
政
を
置
い
た
。
関
白
は
天
皇
の
補
佐
に
止
ま
り
、
天
皇
が
成
人
に
な
る
と
改
め
て
関
白
と
し
た
。
第
二
は
儀

式
・
故
実
の
成
立
期
で
、
忠
平
の
執
政
時
代
が
朝
廷
儀
礼
の
標
準
と
な
る
「
古
礼
」
の
形
成
期
に
当
た
っ
て
い
た
。
第
三
に
摂
関
政
治
を
支

え
る
貴
族
連
合
体
制
が
成
立
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
摂
関
政
治
が
確
立
安
定
し
た
の
が
兼
家
と
道
長
の
時
代
で
あ
る
。
以
上
橋
本
氏
の
説

は
定
説
と
も
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
従
来
、
兄
時
平
よ
り
も
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
藤
原
忠
平
の
執
政
を
評
価
さ
れ
た
点
は
大
き
い
。

し
か
し
、
華
や
か
な
宮
廷
社
会
の
裏
面
で
は
律
令
体
制
の
解
体
が
進
ん
で
い
た
。
村
井
康
彦
氏
の
研
究
に
よ
る
と
荘
園
の
発
展
に
よ
り
公

民
は
荘
園
に
取
り
込
ま
れ
、
一
方
、「
力
田
の
輩
」
な
ど
と
言
わ
れ
た
有
力
百
姓
「
田
堵
」
が
荒
田
を
開
発
し
、
新
し
く
名
田
と
い
う
農
業

経
営
を
進
め
て
い
っ
た（
（（
（

。
こ
う
し
て
公
地
公
民
制
の
崩
壊
が
進
み
、
財
源
で
あ
る
庸
調
が
減
少
し
て
い
く
と
国
家
財
政
も
悪
化
し
て
い
く
よ

う
に
な
る
の
が
延
喜
・
天
暦
の
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
国
家
儀
礼
に
も
表
れ
、
そ
の
例
と
し
て
先
述
し
た
羅
城
祭
の
遅
滞
が
あ
る
。
東
国

で
も
京
都
で
も
群
盗
が
跋
扈
す
る
荒
れ
た
世
情
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
世
相
の
中
で
一
代
一
度
の
儀
礼
は
成
立
し
た
。
当
時
は
儀
式
・
年
中
行
事
の
再
編
成
と
創
設
の
機
運
が
上
が
っ
た
時
期
で

あ
っ
た
。
即
位
時
に
聖
王
と
し
て
の
天
皇
の
権
威
を
上
げ
、
国
家
安
寧
と
天
皇
の
政
治
と
聖
体
の
安
穏
を
祈
る
た
め
の
儀
式
は
伝
統
の
律
令

祭
祀
が
あ
る
。
そ
こ
へ
さ
ら
に
新
風
を
吹
き
込
み
強
化
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
は
、
背
景
に
決
し
て
平
和
な
世
相
で
は
な
く
、
従
来
の
律
令
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体
制
が
崩
壊
す
る
兆
し
が
表
れ
、
危
機
感
を
天
皇
以
下
公
卿
た
ち
が
感
じ
て
い
た
と
推
察
で
き
る
。
新
た
に
創
設
さ
れ
た
「
一
代
一
度
」
と

称
さ
れ
る
即
位
儀
礼
は
こ
の
様
な
状
況
の
中
、
天
皇
の
治
世
の
さ
ら
な
る
基
盤
固
め
と
な
っ
た
。

　
　
　
　

お
わ
り
に

時
代
と
共
に
根
幹
の
即
位
儀
礼
も
変
容
し
、
あ
ら
た
に
一
代
一
度
の
即
位
儀
礼
が
創
出
さ
れ
る
過
程
を
不
十
分
な
が
ら
考
察
で
き
た
と
思

う
。基

盤
と
な
る
即
位
儀
礼
で
あ
る
践
祚
・
即
位
礼
・
大
嘗
祭
も
そ
の
変
容
は
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
桓
武
天
皇
時
か
ら
践
祚
と
即
位
礼
は
分

離
さ
れ
た
。
皇
統
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
神
璽
釼
と
前
天
皇
遺
物
を
新
天
皇
が
引
き
継
ぐ
践
祚
は
、
空
位
期
間
を
減
ら
す
た
め
に
速
や
か
に
行

わ
れ
た
。
新
天
皇
の
即
位
を
宣
言
す
る
即
位
礼
で
は
宣
命
が
主
体
と
な
り
、
古
来
の
伝
統
で
あ
っ
た
天
神
寿
詞
奏
上
と
忌
部
の
神
璽
釼
献
上

は
大
嘗
祭
に
移
さ
れ
仁
明
天
皇
の
頃
か
ら
、
忌
部
の
神
璽
釼
奉
献
は
無
く
な
っ
た
。
臣
下
の
忌
部
が
天
皇
に
宝
器
を
献
上
す
る
行
為
は
時
代

錯
誤
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

践
祚
・
即
位
礼
・
大
嘗
祭
以
外
の
即
位
関
連
儀
礼
に
も
変
化
が
あ
っ
た
。
八
十
島
祭
、
羅
城
祭
で
は
陰
陽
道
的
要
素
が
多
く
盛
り
込
ま
れ

た
。
そ
し
て
九
世
紀
後
半
に
は
新
し
い
即
位
関
連
儀
礼
で
あ
る
一
代
一
度
の
即
位
儀
礼
が
整
備
さ
れ
恒
例
化
さ
れ
た
。
一
代
一
度
仁
王
会
に

つ
い
て
は
代
々
伝
統
の
内
容
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
法
会
は
密
教
化
さ
れ
た
。
一
代
一
度
大
神
宝
使
は
即
位
由
奉
幣
か
ら
発
展
し
、
伊
勢
・
宇

佐
以
下
五
畿
七
道
諸
国
の
名
神
に
御
神
宝
を
奉
幣
す
る
全
国
規
模
の
行
事
と
な
っ
た
。
仏
舎
利
信
仰
が
広
が
る
中
、
新
し
く
創
設
さ
れ
た
の

が
一
代
一
度
仏
舎
利
使
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
代
一
度
の
儀
礼
は
人
的
・
経
済
的
困
難
な
側
面
を
抱
え
つ
つ
も
鎌
倉
時
代
末
ま
で
は
続
け
ら
れ

た
の
は
、
基
盤
の
即
位
儀
礼
を
支
え
る
大
き
な
要
素
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
村
上
天
皇
の
代
に
確
立
さ
れ
た
一
代
一
度
の
儀
礼
は
、
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前
代
の
藤
原
忠
平
執
政
時
代
（『
延
喜
式
』
の
時
代
）
に
は
「
初
」・「
一
世
一
講
」
な
ど
と
言
わ
れ
た
。「
一
代
一
度
」
と
い
う
言
葉
は

「
初
」
な
ど
よ
り
大
変
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
言
葉
で
あ
る
。
こ
れ
が
使
わ
れ
る
村
上
朝
は
忠
平
の
子
供
で
あ
る
実
頼
・
師
輔
が
活
躍
し
た
時

代
で
あ
り
、
一
代
一
度
儀
礼
が
忠
平
の
時
代
よ
り
整
備
さ
れ
重
要
視
さ
れ
た
表
れ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

注（
1
）
井
上
光
貞
「
古
代
の
王
権
と
即
位
儀
礼
」（『
井
上
光
貞
著
作
集
5
』　

岩
波
書
店　

1
9
8
6
年
）

（
2
）
岡
田
精
司
「
大
王
就
任
儀
礼
の
原
形
と
そ
の
展
開
」（『
天
皇
代
替
わ
り
儀
式
の
歴
史
的
展
開
』
所
収　

柏
書
房　

1
9
8
9
年
）

（
3
）
璽
符
「
ス
メ
ア
マ
ノ
ミ
シ
ル
シ
」
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
が
、
後
世
即
位
時
に
忌
部
が
鏡
釼
を
奉
る
の
で
そ
の
意
味
か
。
平
安
初
期
以

前
は
璽
は
「
ミ
シ
ル
シ
ノ
」
と
い
う
形
容
詞
で
つ
か
わ
れ
、
平
安
京
に
な
り
、
鏡
が
宮
中
の
温
明
殿
の
ち
内
侍
所
で
常
に
安
置
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
玉
璽
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。

（
4
）
高
森
明
勅
「
中
臣
氏
の
天
神
寿
詞
奏
上
と
忌
部
氏
の
神
事
之
鏡
剣
奉
上
に
つ
い
て
」（『
神
道
学
』
142　

1
9
8
9
年
）

（
5
）
柳
沼
千
枝
「
践
祚
の
成
立
と
そ
の
意
義
」（『
日
本
史
研
究
』
363　

1
9
9
2
年
）

（
6
）
加
茂
正
典
「
大
嘗
祭
辰
日
前
段
行
事
考
（『
天
皇
代
替
わ
り
儀
礼
の
歴
史
的
展
開
』
所
収　

柏
書
房　

1
9
8
9
年
）　

（
7
）
村
山
修
一
『
日
本
陰
陽
道
史
総
説
』
八
八
頁
（
塙
書
房　

1
9
8
1
年
）

（
8
）
瀧
川
政
次
郎
「
八
十
島
祭
と
陰
陽
道
（
そ
の
二
）」（『
国
学
院
雑
誌
』　

1
9
6
6
年
）

（
9
）
最
後
の
八
十
島
祭
は
『
岡
屋
関
白
日
記
』
後
堀
河
天
皇
の
元
仁
元
年
（
1
2
2
4
）
十
二
月
十
二
日
条
が
最
後
と
思
わ
れ
る
。
甲
田
利
雄
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氏
は
『
平
安
朝
臨
時
公
事
略
解
』（
群
書
類
従
完
成
会　

1
9
8
1
年
）
所
収
の
「
八
十
島
祭
」
で
こ
れ
を
指
摘
し
、『
後
古
今
集
』（
神
祇
）

に
四
条
院
の
時
に
八
十
島
祭
は
な
か
っ
た
と
す
る
記
述
が
あ
る
こ
と
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）
瀧
川
政
次
郎
「
羅
城
・
羅
城
門
を
中
心
と
し
た
我
が
国
の
都
城
制
の
研
究
」（『
法
制
史
論
叢
』
二　

角
川
書
店　

1
9
6
7
年
）

（
11
）
梅
田
義
彦
「
臨
時
大
祓
考
」（『
神
道
宗
教
』
28　

1
9
6
2
年
）

（
12
）
羅
城
門
の
論
考
は
村
井
康
彦
氏
に
も
あ
る
。『
古
京
年
代
記
』（
角
川
書
店　

1
9
7
3
年
）

（
13
）
山
中
裕
『
平
安
時
代
の
年
中
行
事
』（
塙
書
房　

1
9
7
2
年
）。
岡
田
荘
司
「
即
位
奉
幣
と
大
神
宝
使
」（『
古
代
文
化
』
42
の
1　

1
9
9
0
年
）

（
14
）
道
端
良
秀
「
唐
朝
の
仏
教
対
策
」（『
中
国
仏
教
史
全
集
巻
二
』
所
収　

書
苑　

1
9
8
5
年
）

（
15
）
一
代
一
度
仁
王
会
に
関
す
る
先
行
論
文
を
い
く
つ
か
揚
げ
る
。
こ
の
研
究
の
先
鞭
は
掘
一
郎
氏
の
『
上
代
日
本
佛
教
文
化
史
（
上
）』（
大

東
出
版　

1
9
4
1
年
）
で
あ
る
。
瀧
川
政
次
郎
「
践
祚
大
仁
王
会
」（『
古
代
文
化
』
40
の
11　

1
9
8
8
年
・
41
の
1　

1
9
8
1
年
）、

垣
内
和
孝
「
一
代
一
度
仁
王
会
の
再
検
討
」（『
仏
教
史
学
研
究
』
40
の
1　

1
9
9
7
年
）、
井
原
今
朝
雄
『
中
世
の
国
家
と
天
皇
・
儀
礼
』

（
校
倉
書
房　

2
0
1
2
年
）。
甲
田
利
男
前
掲
論
文（
（
（

（
16
）
空
海
呪
願
文
は
『
類
聚
国
史
』（
巻
一
七
七　

仏
道
四　

仁
王
会
）、『
性
霊
集
』
巻
八
（『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
71　

岩
波
書
店　

1
9
6
5
年
）
所
収

（
17
）『
仁
王
経
解
題
』
は
『
弘
法
大
師
空
海
全
集
第
三
巻
』（
筑
摩
書
房　

1
9
8
4
年
）
所
収

（
18
）『
濫
觴
抄
』（『
群
書
類
従
』
26　

雑
部
）

（
19
）
初
め
て
大
神
宝
使
史
料
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
橋
口
長
一
氏
の
「
大
神
宝
の
史
的
研
究
」（『
考
古
学
雑
誌
』
8
の
12
、
9
の
4　

1
9
1
8

年
・
9
の
7
、
8
、
10
、
12　

1
9
1
9
年
）
で
あ
る
。
岡
田
荘
司
氏
『
平
安
時
代
の
国
家
と
祭
祀
』
第
二
編
第
二
章
（
続
群
書
類
従
完
成
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会　

1
9
9
4
年
）、
甲
田
利
雄
氏
『
平
安
朝
臨
時
公
事
略
解（
（
（

』

（
20
）『
有
職
故
事
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館　

1
9
9
6
年
）「
大
神
宝
使
」
の
項　

鈴
木
義
一
氏
執
筆

（
21
）
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
小
野
坂
・
ル
パ
ー
ト
「
舎
利
信
仰
と
贈
与
集
積
・
情
報
の
日
本
史
」（
今
井
雅
晴
編
『
郵
政
仏
教
の
展
開
と
そ
の
基
盤
』
所

収　

大
蔵
出
版　

2
0
0
9
年
）

（
22
）『
民
経
記
』
寛
喜
元
年
六
月
二
十
五
日
辛
酉
条
。
仏
舎
利
使
受
戒
の
日
時
と
発
遣
日
時
の
一
通
と
壺
作
り
の
日
時
に
つ
い
て
の
一
通
を
記
す
。

後
堀
河
天
皇
の
一
代
一
度
仏
舎
利
使
発
遣
の
時
で
あ
る
。

（
23
）
仏
舎
利
容
器
が
入
れ
子
の
形
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
古
来
、
イ
ン
ド
か
ら
の
伝
統
で
あ
る
。（
河
田
貞
『
日
本
の
美
術
9
』
280
「
仏
舎
利
と

経
の
荘
厳
」
至
文
堂　

1
9
8
9
年
）。
内
容
器
の
壺
に
つ
い
て
は
『
小
右
記
』
寛
仁
二
年
（
1
0
1
8
）
十
月
八
日
丁
酉
条
に
、
外
容
器
の

塔
に
つ
い
て
は
『
玉
葉
』
建
久
三
年
（
1
1
9
2
）
三
月
十
日
壬
午
条
に
あ
る
。

（
24
）
御
神
宝
の
製
作
に
つ
い
て
は
、『
西
宮
記
』
巻
七　

臨
時
奉
幣
事
「
一　

進
発
宇
佐
使
事
」
参
照

（
25
）『
日
本
紀
略
』
永
延
元
年
（
987
）
九
月
二
十
五
日
乙
酉
条
。
す
で
に
文
徳
天
皇
の
代
に
そ
の
先
例
が
あ
る
（『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』・『
日

本
紀
略
』
嘉
祥
三
年
（
850
）
五
月
丙
戊
九
日
条
）。

（
26
）
図
録
『
仏
舎
利
と
宝
珠
―
釈
迦
を
慕
う
心
―
』（
奈
良
国
立
博
物
館　

2
0
0
1
年
）
参
照

（
27
）
田
中
貴
子
「
仏
舎
利
相
承
系
譜
と
女
性
」（『
日
本
の
女
性
と
仏
教
会
報
4
』
日
本
の
女
性
と
仏
教
研
究
会
編　

1
9
8
7
年
）

（
28
）
児
童
信
仰
に
つ
い
て
は
、
小
山
聡
子
氏
の
論
考
が
あ
る
。「
末
法
の
世
に
お
け
る
穢
れ
と
そ
の
克
服
」（
今
井
雅
晴
編
『
中
世
佛
教
の
展
開

と
そ
の
基
盤
』
所
収　

大
蔵
出
版　

2
0
0
9
年
）

（
29
）
藤
木
邦
彦
「
延
喜
・
天
暦
の
治
」（『
歴
史
教
育
』
14
の
6　

1
9
6
6
年
）。
そ
の
他
先
行
研
究
に
は
『
延
喜
天
暦
時
代
の
研
究
』（
吉
川

弘
文
館　

1
9
6
5
年
）
所
収
の
戸
田
秀
典
・
目
﨑
徳
衛
・
黒
板
伸
夫
・
所
功
・
村
山
修
一
氏
の
各
論
文
が
あ
る
。
佐
藤
宗
諄
『
平
安
前
期
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政
治
史
序
説
』（
東
京
大
学
出
版
会　

1
9
7
7
年
）

（
30
）
橋
本
義
彦
「
貴
族
政
権
の
政
治
構
造　

一
摂
関
政
治
の
展
開
」（『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
4
』
所
収　

岩
波
書
店　

1
9
7
6
年
）　

（
31
）
村
井
康
彦
「
藤
原
時
平
と
忠
平
」（『
歴
史
教
育
』
14
の
6　

1
9
6
6
年
）。『
古
代
国
家
解
体
過
程
の
研
究
』（
岩
波
書
店　

1
9
6
5

年
）
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表
　
平
安
時
代
前
期
の
即
位
儀
礼

天
皇
名

践
祚
・
即
位
礼
・
大
嘗
祭

八
十
島
祭

一
代
一
度
仁
王
会

大
神
宝
使

仏
舎
利
使

そ
の
他

桓
武
　
践
祚
781　

天
応
1�4



・
3
　

794　
延
暦
13・

9
・
29

785　
延
暦
4
・
11・
10天
神
を
祀
る

即
位
礼

4
・
13詔

新
宮
で
仁
王
経
を
講
ず

787　
延
暦
6
・
11・

5
昊
天
上
帝
を
祀
る

大
嘗
祭

11・
15　

紀
略

802　
延
暦
20　
維
摩
会
が
興
福
寺
に
固
定

平
城
　
践
祚
806　

大
同
1�


3
・
17　

807　
大
同
2
・
8
・
8
伊
勢
に

神
宝
・
唐
信
物
を
奉
ず

即
位
礼

5
・
1 8　

大
嘗
祭
808　

大
同
3
�11

・
14　

嵯
峨
　
践
祚
809　

大
同
4�4



・
1
　

8 11　
弘
仁
2
・
10・
20

即
位
礼

4
・
13　

仁
王
会
を
講
ず

大
嘗
祭

810　
弘
仁
1�11


・
19　

紀
略

淳
和
　
践
祚
823　

弘
仁
14�4


・
1
　

8 25　
天
長
2
・
閏
7
・
19

830　
天
長
7
年

即
位
礼

4
・
27　

仁
王
会
を
講
説
　
　
宮
中
以
下

薬
師
寺
最
勝
高
講
始
ま
る

大
嘗
祭

11・
17　

五
畿
七
道
　
　
　
　
　
　
紀
略

仁
明
　
践
祚
833　

天
長
10�2


・
28　

834　
承
和
元
・
6
・
15

即
位
礼

3
・
6
　

宮
中
・
京
城
・
東
西
寺
・
羅
城
門

大
嘗
祭

11・
15　

紀
略

文
徳
　
践
祚
850　

嘉
祥
3
�

3
・
21　

850　
嘉
祥
3
・
9
・
8
852　

仁
寿
2
・
4
・
14

85 4　
斉
衡
3
・
11・
25　
旲
天
祭

即
位
礼

4
・
17　

仁
王
会
を
修
す
　
　
京
城
か
ら
諸

大
嘗
祭
851　

仁
寿
1�11


・
23　

国
　
　
　
紀
略
・
文
徳
天
皇
実
録

清
和
　
践
祚
858　

天
安
2�


8
・
27　

860　
貞
観
2
・
4
・
29

859　
貞
観
1
・
10・
15羅
城
門
前
の
祭
事

即
位
礼

11 ・
7
　

京
都
・
諸
国
で
仁
王
経
を
講
ず

863　
貞
観
5
・
5
・
20　
御
霊
会
　
始
ま
り

大
嘗
祭
859　

貞
観
1�11


・
16　

紀
略

陽
成
　
践
祚
876　

貞
観
18�11

・
29　

878　
元
慶
2
・
4
・
29　
紀
略

即
位
礼
877　

元
慶
1�1



・
3
　

仁
王
般
若
経
百
講
を
設
く

大
嘗
祭

11・
18　

御
在
所
か
ら
畿
内
・
諸
国

光
孝
　
践
祚
884　

元
慶
8
�2


・
4
　

885　
仁
和
1
・
4
・
26　
紀
略

即
位
礼

2
・
23　

仁
王
会
を
修
す
　
　
紫
宸
殿
以
下

大
嘗
祭

11・
22　

羅
城
門
・
五
畿
内
七
道
諸
国

宇
多
　
践
祚
887　

仁
和
3
�

8
・
26　

889　
寛
平
1
・
4
・
29

888　
仁
和
4
・
11・

8
　
＊

仏
舎
利
奉
献

即
位
礼

11 ・
17　

仁
王
会
を
修
す
　
　
宮
中
及
び

大
神
宝
使
888　

仁
和
4
・
11・

8
？

大
嘗
祭
888　

仁
和
4�11


・
22　

五
畿
七
道
諸
国
　
　
　
　
　
紀
略

醍
醐
　
践
祚
897　

寛
平
9
�

7
・
3
　
898　

昌
泰
1
・
6
・
28
898　

昌
泰
1
・
3
・
22

898　
昌
泰
1
・
8
・
23

仏
舎
利
奉
献

即
位
礼

7
・
13　

仁
王
会

伊
勢
・
宇
佐
・
五
畿
七
道
諸
社
に

神
財
を
奉
ず

898　
昌
泰
1
・
8
・
23？

大
嘗
祭

11・
20　

紀
略

朱
雀
　
践
祚
930　

延
長
8
�

9
・
22　

933　
承
平
3
・
6
・
25
933　

　
承
平
3
・
4
・
27

932　
承
平
2
・
9
・
22　
＊

932　
承
平
2
・
11・

2
　
羅
城
祭

即
位
礼

11・
21　

　
　
 紀
略
・
吏
部
王
記
仁
王
会
を
修
す
�

紀
略
　
　
 一
代
一
度
大
神
宝

貞
信
公
記

大
嘗
祭
932　

承
平
2�11


・
13　

一
代
一
度
仁
王
会
　
吏
部
王
記
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村
上
　
践
祚
946　

天
慶
9
�4


・
20　

947　
天
暦
1
・
11・
30
947　

天
暦
1
・
4
・
25

947　
天
暦
1
・
4
・
20

948　
天
暦
2
・
9
・
22

即
位
礼

4
・
28　

一
代
一
度
大
仁
王
会

一
代
一
度
神
宝
諸
社
に
奉
ず

仏
舎
利
奉
献

大
嘗
祭

11・
16　

紀
略

冷
泉
　
践
祚
967　

康
保
4�


5
・
26　

968　
安
和
2
・
5
・
21
968　

安
和
2
・
3
・
15

967　
安
和
1
・
10・
20　
＊

968　
安
和
2
年
5
月
以
降

即
位
礼

10・
11　

一
代
一
度
仁
王
会

大
神
宝
使
　
　（
5
・
26　
出
家
童
受
戒
）

大
嘗
祭
　
 　
安
和
1�11


・
24　

紀
略

円
融
　
践
祚
968　

安
和
2�


8
・
13　

971　
天
禄
2
・
5
・
15

970　
天
禄
1
・
3
・
20　
＊

971　
天
禄
2
・
10・
28

即
位
礼

9
・
23　

仁
王
会
　
　
一
代
一
度
の
会

一
代
一
度
大
奉
幣
使

仏
舎
利
奉
献

大
嘗
祭
970　

天
禄
1�11


・
17　

花
山
　
践
祚
984　

永
観
2�


8
・
27　

986　
寛
和
2
・
5
・
18

985　
寛
和
1
・
11・
15　
＊

即
位
礼

10・
10　

　
仁
王
会
　
　
一
代
一
度
の
会

一
代
一
度
大
神
宝
使

大
嘗
祭
985　

寛
和
1�11


・
21　

一
代
一
度
大
仁
王
会
�

紀
略

一
条
　
践
祚
986　

寛
和
2�


6
・
23　

987　
永
延
1
・
9
・
22

985　
寛
和
2
・
9
・
5
＊

987　
永
延
1
・
9
・
27

即
位
礼

7
・
22　

一
代
一
度
仁
王
会
�

紀
略

大
奉
幣
使
仏
舎
利
奉
献
　
　
仏
舎
利
使

大
嘗
祭

11・
15　

代
始
仁
王
会
�

扶
桑
略
記

三
条
　
践
祚
1011　

寛
弘
8
�

6
・
13　

1112　
長
和
2
・
10・
29
1012　

長
和
2
・
8
・
19

1011　
長
和
1・
12・
19大
神
宝
使

即
位
礼

10・
16　

一
代
一
度
仁
王
会

1012　
長
和
2
・
10・

1
大
嘗
祭
　
　
　
長
和
1�11

・
22　

紀
略
　
一
代
一
度
大
神
宝
　
宇
佐
使

後
一
条
践
祚
1 016　

長
和
5
�1


・
29　

1 017　
寛
仁
1
・
10・

8
1 016　

長
和
5・
3・
8大
奉
幣
使
1018　

寛
仁
2
・
10・
11

即
位
礼

2
・
7
　

一
代
一
度
仁
王
会

1017　
寛
仁
1
・
10・

2
一
代
一
度
仏
舎
利
奉
献

大
嘗
祭

11 ・
15　

紀
略

一
代
一
度
大
神
宝

大
神
宝
使
の
項
　
＊
は
大
嘗
祭
前
に
実
施

紀
略
は
日
本
紀
略
を
い
う
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